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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、 予告なしに変更される こ とがあ り ます。 このマニュアルに記載されている表現、 情報、 お
よび推奨事項は、 すべて正確である と考えていますが、 明示的であれ黙示的であれ、 一切の保証の責任を負わないものと します。 このマニュアルに記載され
ている製品の使用は、 すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、 製品に添付された 『Information Packet』 に記載されています。 添付されていない場合には、 代理店に
ご連絡ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス A デジタル装置の制限に準拠している こ
とが確認済みです。 これらの制限は、 商業環境で装置を使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 この装置は、 無線周波エネルギーを
生成、 使用、 または放射する可能性があ り、 この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、 ラジオおよびテレビの受信障
害が起こ る こ とがあ り ます。 住宅地でこの装置を使用する と、 干渉を引き起こす可能性があ り ます。 その場合には、 ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる
必要があ り ます。

FCC ク ラス  B 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス B デジタル装置の制限に準拠している こ
とが確認済みです。 これらの制限は、 住宅地で使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 本機器は、 無線周波数エネルギーを生成、 使
用、 または放射する可能性があ り、 指示に従って設置および使用しなかった場合、 無線通信障害を引き起こす場合があ り ます。 ただし、 特定の設置条件にお
いて干渉が起きないこ と を保証する ものではあ り ません。 装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、 次の方法で干渉が起きないよ うにして くださ
い。 干渉しているかど うかは、 装置の電源のオン /オフによって判断できます。

• 受信アンテナの向きを変えるか、 場所を移動します。

• 機器と受信機との距離を離します。

• 受信機と別の回路にあるコンセン ト に機器を接続します。

• 販売業者またはラジオやテレビに詳しい技術者に連絡します。

シスコでは、 この製品の変更または改造を認めていません。 変更または改造した場合には、 FCC 認定が無効にな り、 さ らに製品を操作する権限を失う こ とに
な り ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 
domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California. 
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はじめに

概要
『Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter （SIP 用） アド ミ ニス ト レーシ ョ ン ガイ ド  バージ ョ ン 1.0』
では、 Session Initiation Protocol （SIP） ネッ ト ワーク上に Cisco ATA 190 Analog Telephone 
Adaptor を設置して設定し、 管理するために必要な情報を示します。

対象読者
このガイ ドの対象読者は、 ATA 190 を使用した Voice over IP （VoIP） サービスを管理するネッ ト
ワーク管理者およびサービス  プロバイダーです。 このガイ ドで説明されている作業のほとんど
は、 ATA 190 のエンド  ユーザーを対象と したものではあ り ません。 これらの作業の多くはネッ ト
ワーク上での ATA 190 の機能に影響を与えるため、 IP ネッ ト ワーキングおよびテレフォニーの概
念に関する知識が必要とな り ます。

マニュアルの構成
このマニュアルは、 次の章で構成されています。

第 1 章 「Cisco ATA 190 Analog Telephone 
Adapter の概要」

ATA 190 のハード ウェアおよびソフ ト ウェア
機能と、 Session Initiation Protocol （SIP） の概
要について説明します。

第 2 章 「ネッ ト ワークに ATA 190 を設
置するための準備」

ATA 190 と  Cisco Unified Communications 
Manager その他のデバイス との間の相互作用
について説明します。 また、 ATA 190 の電源
供給オプシ ョ ンについても説明します。

第 3 章 「ATA 190 の設置」 ATA 190 ハード ウェアを接続して  QED および
ファームウェア  ファ イルをロードする方法に
ついて説明します。

第 4 章 「ATA 190 の設定」 Session Initiation Protocol （SIP） を使って動作
するよ うに ATA 190 を設定する方法について
説明します。

第 5 章 「FAX サービスの設定」 FAX 送信をサポートするよ うに ATA 190 の両
方のポート を設定する手順を説明します。
vii
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関連資料
ATA 190 または Cisco Unified Communications Manager に関する追加情報については、 次の資料
を参照して ください。

Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter

• RFC 3261 （SIP: Session Initiation Protocol）

• RFC 2543 （SIP: Session Initiation Protocol）

• RFC 768 （User Datagram Protocol）

• RFC 2198 （RTP Payload for Redundant Audio Data）

• RFC 2833 （RTP Payload for DTMF Digits, Telephony Phones and Telephony Signals）

• RFC 2327 （SDP: Session Description Protocol）

• RFC 4730 （A Session Initiation Protocol (SIP) Event Package for Key Press Stimulus (KPML)）

• RFC 3515 （The Session Initiation Protocol (SIP) Refer Method）
• Read Me First - ATA Boot Load Information

• Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter At a Glance

• Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco ATA 190

• Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter Release Notes

Cisco Unified Communications Manager

これらの関連資料は、 次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-call
manager/tsd-products-support-series-home.html

第 6 章 「SIP 付加サービスの使用」 コール転送、 コール リ ターン、 コール ウェイ
テ ィ ング、 会議通話など、 通話前および通話
中の付加サービスに関するエンドユーザー情
報について説明します。

付録 A 「ATA 190 の仕様」 ATA 190 の物理的な仕様を リ ス ト します。

付録 B 「音声メニュー コード」 ク イ ッ ク  リ フ ァレンス と して、 ATA 190 の音
声設定メニュー オプシ ョ ンの リ ス ト を記載し
ます。

付録 C 「ATA 190 の国別の トーンおよび
パターン」

国別の トーン  パラ メータを リ ス ト します。

付録 D 「 ト ラブルシューテ ィ ングと メ ン
テナンス」

ATA 190 の基本的なテス トおよび ト ラブル
シューテ ィ ング手順を説明します。

用語集 よ く使われる用語の定義を リ ス ト します。
viii
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マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 テクニカル サポート 、 マニュアルに対するフ ィードバッ ク、 セキュ リ
テ ィ  ガイ ド ラ インついて、 次の URL で、 推奨される別名、 シスコのマニュアル全般について
は、 次の URL で、 毎月更新される 『What's New in Cisco Product Documentation』 を参照して く
ださい。 シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も こ こに掲載されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

シスコ製品のセキュリティ  
本製品には暗号化機能が備わっており、 輸入、 輸出、 配布および使用に適用される米国および
他の国での法律を順守する ものと します。 シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、 その暗
号化技術の輸入、 輸出、 配布、 および使用を許可されたわけではあ り ません。 輸入業者、 輸出
業者、 販売業者、 およびユーザは、 米国および現地国の法律を順守する責任があ り ます。 By 
using this product you agree to comply with applicable laws and regulations. 米国および現地の法律
を順守できない場合は、 本製品を至急送り返して ください。

米国の輸出規制の詳細については、 次の URL で参照できます。
http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html

表記法
このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

表記法 説明

太字フォン ト コマン ドおよびキーワードは太字で示しています。

イ タ リ ッ ク体 ユーザが値を指定する引数は、 イ タ リ ッ ク体で表記されています。

[ ] 角カッ コの中の要素は、 省略可能です。

{ x | y | z } 必ずどれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、 波カッ コで
囲み、 縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、 角カッ コで囲み、 縦棒
で区切って示しています。

string 引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しません。 引
用符を使用する と、 その引用符も含めて  string とみなされます。

screen フォン ト システムが表示する端末セッシ ョ ンおよび情報は、 screen フォン ト で示し
ています。

太字の screen 
フォン ト

ユーザが入力しなければならない情報は、 太字の screen フォン ト で示して
います。

イ タ リ ッ ク体の 
screen フォン ト

ユーザが値を指定する引数は、 イ タ リ ッ ク体の screen フォン ト で示してい
ます。

^ ^ 記号は、 Ctrl キーを表します。 たとえば、 画面に表示される  ^D とい う キー
の組み合わせは、 Ctrl キーを押しながら  D キーを押すこ とを意味します。

< > パスワードのよ うに出力されない文字は、 山カッ コ （< >） で囲んで示して
います。
ix
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（注） 「注釈」 です。 役立つ情報や、 このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

警告 危険の意味です。 You are in a situation that could cause bodily injury. Before you work on any 
equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard 
practices for preventing accidents.
x
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C H A P T E R 1

Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter の
概要

こ こでは、 Cisco ATA 190 Analog Telephone Adaptor （ATA 190） のハード ウェアおよびソフ ト
ウェアの特徴について説明します。 さ らに、 Session Initiation Protocol （SIP） の概要についても
説明します。

ATA 190 Analog Telephone Adapter は、 通常のアナログ電話を  IP ベースのテレフォニー ネッ ト
ワーク上で動作させるための、 ハン ドセッ ト /イーサネッ ト間アダプタです。 ATA 190 では 2 つ
の音声ポート をサポート しており、 各ポート には個別の電話番号を割り当てる こ とができま
す。 また、 RJ-45 10/100BASE-T データ  ポー ト も備えています。

こ こで説明する内容は次のとおりです。

• セッシ ョ ン開始プロ ト コルの概要 （1-2 ページ）

• ハード ウェアの概要 （1-4 ページ）

• ソフ ト ウェア機能 （1-5 ページ）

• 設置および設定の概要 （1-9 ページ）

図 1-1 シスコ  アナログ電話アダプタ
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  セッシ ョ ン開始プロ ト コルの概要
セッシ ョ ン開始プロ ト コルの概要
Session Initiation Protocol （SIP） は、 インターネッ ト  プロ ト コル （IP） を介して リ アルタ イム
のコールおよび電話会議を行う ための Internet Engineering Task Force （IETF） 標準です。 SIP は 
ASCII をベース と したアプ リ ケーシ ョ ン層の制御プロ ト コルであ り （RFC3261 で規定）、 これ
を使用する と  2 つ以上のエンドポイン ト間でマルチメディア  セッシ ョ ンやコールを確立、 維
持、 および終了できます。

他の Voice over IP （VoIP） プロ ト コルと同様に、 SIP はパケッ ト  テレフォニー ネッ ト ワーク内
でシグナ リ ングとセッシ ョ ン管理の各機能を提供するよ うに設計されています。 シグナ リ ング
は、 ネッ ト ワーク境界を越えてコール情報を伝送する機能です。 セッシ ョ ン管理は、 エン ド
ツーエンド  コールの属性を制御する機能です。

注 ATA 190 の SIP は RFC2543 に準拠しています。

こ こでは、 次の内容について説明します。

• SIP 機能 （1-2 ページ）

• SIP のコンポーネン ト （1-3 ページ）

SIP 機能

SIP には次の機能があ り ます。

• ターゲッ ト  エンドポイン ト の可用性を判別します。 ターゲッ ト  エンドポイン ト が利用でき
ずコールを確立できない場合、 SIP はその原因について、 着信側が通話中であったのか、
それと も割り当てられた呼び出し回数内に応答しなかったのかを判別します。 その後、
ターゲッ ト  エンドポイン ト が使用できない理由を示すメ ッセージを返します。

• ターゲッ ト  エンドポイン ト の場所を判別します。 SIP は、 アド レス解決、 名前のマッピン
グ、 コール リ ダイレ ク ト をサポート します。

• ターゲッ ト  エンドポイン ト のメディア機能を判別します。 Session Description Protocol
（SDP） を使用して、 エン ドポイン ト間で共通する最下位レベルのサービスを判別します。
会議を確立する際に、 すべてのエンドポイン ト がサポートする メディア機能だけを使用し
ます。

• 発信側エンドポイン ト と ターゲッ ト  エンドポイン ト の間にセッシ ョ ンを確立します。 コー
ルを確立できる場合、 SIP はエンドポイン ト間のセッシ ョ ンを確立します。 SIP は通話中の
変更もサポート します。 たとえば、 別のエンドポイン ト を会議に追加した り、 メディアの
特性やコーデッ クを変更した りする こ とができます。

• コールの転送および終了を処理します。 1 つのエンドポイン ト から別のエンドポイン トへ
のコール転送をサポート します。 コール転送時に、 転送先の通話者と新しいエンドポイン
ト （転送元が指定） との間でセッシ ョ ンを確立します。 また、 転送先の通話者と転送元の
通話者との間のセッシ ョ ンを終了させます。 コールが終了した時点で、 SIP はすべての通
話者間のセッシ ョ ンを終了させます。 会議は 2 人以上のユーザで構成されます。 会議を確
立するには、 マルチキャス ト  セッシ ョ ンまたは複数のユニキャス ト  セッシ ョ ンを使用でき
ます。
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  セッシ ョ ン開始プロ ト コルの概要
SIP のコンポーネン ト

SIP はピアツーピア  プロ ト コルです。 セッシ ョ ンでのピアはユーザ エージェン ト （UA） と呼
ばれます。 ユーザ エージェン トは、 次のいずれかの役割を持ちます。

• ユーザ エージェン ト  ク ラ イアン ト （UAC） ： SIP 要求を開始する ク ラ イアン ト  アプ リ ケー
シ ョ ン。

• ユーザ エージェン ト  サーバ （UAS） ： SIP 要求を受信する とユーザに通知し、 ユーザに代
わって応答を返すサーバ アプ リ ケーシ ョ ン。

通常、 SIP エンドポイン トは UAC と  UAS の両方の働きをしますが、 ト ランザクシ ョ ンご とに
いずれか一方と してだけ機能します。 エン ドポイン ト が UAC と して機能するか、 あるいは 
UAS と して機能するかは、 要求を開始した UA によって決ま り ます。

また、 SIP ネッ ト ワークの物理コンポーネン トは、 アーキテクチャの観点から ク ラ イアン ト と
サーバの 2 つのカテゴ リに分類する こ と もできます。 図 1-2 に、 SIP ネッ ト ワークのアーキテ
クチャを示します。

注 SIP サーバは、 Lightweight Directory Access Protocol （LDAP） サーバ、 データベース  アプ リ
ケーシ ョ ン、 拡張マークアップ言語 （XML） アプ リ ケーシ ョ ンなどの他のアプ リ ケーシ ョ ン  
サービス と対話できます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ン  サービスは、 ディ レ ク ト リ  サービス、
認証サービス、 課金対象サービスなどのバッ クエン ド  サービスを提供します。

図 1-2 SIP アーキテクチャ
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SIP SIP
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第 1 章      Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter の概要

  ハードウェアの概要
SIP クライアン ト

SIP ク ラ イアン ト には、 次のものがあ り ます。

• ゲート ウェイ ： コールを制御します。 ゲー ト ウェ イはさまざまなサービスを提供しますが、
最も一般的なものは、 SIP 会議エンドポイン ト と他の端末タイプとの間での変換機能です。
この機能には、 伝送フォーマッ ト の変換および通信プロシージャの変換が含まれます。 ま
た、 音声 ・ ビデオ コーデッ ク間の変換、 および LAN と交換回線網の両サイ ドにおける
コール設定や切断もゲート ウェ イの機能です。

• 電話機 ： UAS または UAC のいずれかと して機能します。 ATA 190 は、 SIP 要求を開始する
こ と も、 要求に応答する こ と もできます。

SIP サーバ

SIP サーバには、 次のものがあ り ます。

• プロキシ サーバ ： プロキシ  サーバは、 ク ラ イアン ト からの SIP 要求を受信し、 ク ラ イアン
ト に代わってそれらの要求を転送する中間デバイスです。 プロキシ  サーバは、 SIP メ ッ
セージを受信し、 そのメ ッセージをネッ ト ワーク内の次の SIP サーバに転送します。 プロ
キシ サーバは、 認証、 許可、 ネッ ト ワーク  アクセス  コン ト ロール、 ルーテ ィ ング、 信頼
性の高い要求再送信、 セキュ リ テ ィなどの各機能を備えています。

• リ ダイレ ク ト  サーバ ： SIP 要求を受信し、 要求からアド レスを抽出し、 そのアド レスに
マッピングできる他のアド レスがアド レス  テーブルに含まれるかど うか確認した後、 アド
レス  マッピングの結果をク ラ イアン ト に返します。 リ ダイレ ク ト  サーバは、 メ ッセージの
次の宛先となる、 1 つ以上のホップに関する情報をク ラ イアン ト に提供します。 ク ラ イア
ン トはネクス ト  ホップ サーバまたは UAS に直接接続します。

• 登録サーバ ： 現在位置の登録を求める、 UAC からの要求を処理します。 レジス ト ラ  サーバ
は、 多くの場合リ ダイレク ト  サーバやプロキシ  サーバと同じ場所に置かれます。

ハードウェアの概要
ATA 190 は小型で設置しやすいデバイスです。 図 1-3 に、 ATA 190 の背面パネルを示します。

図 1-3 ATA 190 ： 背面図

このユニッ トは次のコネク タを備えています。

• 5V DC 電源コネク タ。

• 2 つの RJ-11FXS （Foreign Exchange Station） ポート。 ATA 190 には、 任意の標準アナログ電話
デバイスに接続できる、 2 つの独立した RJ-11 ポートがあ り ます。 各ポートは音声コールま
たは FAX セッシ ョ ンのいずれかをサポート しており、 両方のポート を同時に使用できます。

• ATA 190 には、 ネッ ト ワーク  ポート と して RJ- 45 10/100BASE-T データ  ポートが 1 つ装備さ
れており、 コンピュータなどのイーサネッ ト対応デバイスをネッ ト ワークに接続できます。
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第 1 章      Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter の概要
  ソフ トウェア機能
注 ATA 190ネッ ト ワーク  ポートは、 デュプレ ッ ク ス方式および速度の自動ネゴシエーシ ョ ンを実
行します。 これは、 10/100 Mbps の速度と全二重をサポート します。

ソフ トウェア機能
ATA 190 がサポート しているプロ ト コル、 サービス、 方式は次のとおりです。

• Secure Real-time Transport Protocol （1-5 ページ）

• Fax パススルー （1-5 ページ）

• Transport Layer Security プロ ト コル （1-5 ページ）

• T.38 ファ ク ス  リ レー （1-6 ページ）

• サポート される音声コーデッ ク （1-6 ページ）

• サポート されるその他のプロ ト コル （1-6 ページ）

• ATA 190 の SIP サービス （1-7 ページ）

• モデム標準 （1-7 ページ）

• FAX サービス （1-8 ページ）

• サポート される方式 （1-8 ページ）

• 付加サービス （1-8 ページ）

Secure Real-time Transport Protocol
Secure Real-Time Transport Protocol は、 ネッ ト ワーク上の音声会話のセキュ リ テ ィ を確保して、
リ プレイ  アタ ッ クから保護します。

注 現在、 ATA 190 はセキュアな電話会議をサポート していません。 セキュアな双方コールがサ
ポート されます。

Fax パススルー

Name Signaling Event （NSE） ベースのパススルーおよび re-INVITE ベースのパススルーとは、
単に G.711a/u コーデッ クを使用して  FAX 通信を転送する こ とです。

Transport Layer Security プロ ト コル

Transport Layer Security （TLS） は、 インターネッ ト上での電子メールなどのデータ通信を保護
する暗号化プロ ト コルです。 TLS の機能は、 セキュア  ソケッ ト  レイヤ （SSL） と同等です。
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  ソフ トウェア機能
T.38 ファクス リレー

T.38 ファ ク ス  リ レー機能を使用する と、 デバイスは FAX 機を使って IP ネッ ト ワーク経由で
ファ イルを送信できます。 一般に、 受信された  FAX はイ メージに変換されてから  T.38 FAX デ
バイスに送信されます。 ターゲッ ト の T.38 FAX デバイスがこのイ メージを受信する と、 この
デバイスによってイ メージが元のアナログ  FAX 信号に変換されます。音声ゲート ウェ イを使っ
て設定された T.38 ファ ク ス  リ レーは、 FAX 信号を復号化または復調してから  IP で転送しま
す。 SIP コール制御プロ ト コルでは、 初期 SIP INVITE メ ッセージ内の Session Description 
Protocol （SDP） エン ト リ によって T.38 ファ ク ス  リ レーが示されます。 初期 SIP INVITE メ ッ
セージの後、 コールが確立されて、 音声モードから  T.38 モードに切り替わり ます。 Cisco 
Unified Communications 管理ページを使用する と、 T.38 FAX 通信をサポートする  SIP プロファ
イルを設定できます。

サポート される音声コーデック

ATA 190 でサポート される音声コーデッ クは次のとおりです （他のネッ ト ワーク  デバイスがサ
ポート しているコーデッ クについては、 各デバイスご とに確認して ください）。

• G.711 mu-law

• G.711 A-law

• G.729a

• G.729ab

サポート されるその他のプロ ト コル

ATA 190 では次のプロ ト コルもサポート されます。

• 802.1Q VLAN タギング

• Cisco Discovery Protocol （CDP）

• ド メ イン  ネーム  システム （DNS）

• Dynamic Host Configuration Protocol （DHCP）

• インターネッ ト制御メ ッセージ プロ ト コル （ICMP）

• インターネッ ト  プロ ト コル （IP）

• Secure Real-Time Transport Protocol （SRTP）

• 伝送制御プロ ト コル （TCP）

• 簡易ファ イル転送プロ ト コル （TFTP）

• ユーザ データグラム  プロ ト コル （UDP）

• ト ランスポー ト  レイヤ セキュ リ テ ィ （TLS）
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  ソフ トウェア機能
ATA 190 の SIP サービス

これらのサービスには、 次の機能が含まれます。

• IP アド レス割り当て （DHCP による割り当て、 または静的設定）

• Cisco Unified Communications Manager コンフ ィギュレーシ ョ ン  インターフェイスによる  
ATA 190 の設定

• VLAN コンフ ィギュレーシ ョ ン

• Cisco Discovery Protocol （CDP）

• 低ビッ ト  レー ト のコーデッ ク選択

• ユーザ認証

• 設定可能な トーン （ リ ングバッ ク トーン、 リ オーダー音、 ダイヤル トーン、 外部ダイヤル 
トーン、 話中音、 コール ウェ イテ ィ ング  トーン）

• ダイヤル プラン と  PLAR

• SIP プロキシ  サーバの冗長性

• プラ イバシー機能

• ユーザ設定可能な、 コール ウェ イテ ィ ングの固定デフォル ト設定

• G.711u/a および G.729ab 使用時の無音期間中のコンフォー ト  ノ イズ

• 発信者 ID 形式

• 呼び出し音間隔/電圧調整

• フッ クフラ ッシュ検出タイ ミ ングの設定

• 音声およびシグナ リ ング  イーサネッ ト  パケッ ト用のタ イプ オブ サービス （ToS） の設定

• デバッグおよび診断ツール

モデム標準

ATA 190 は次のモデム標準をサポート しています。

• V.90 

• V.92 

• V.44 

• K56Flex 

• ITU-T V.34 Annex 12 

• ITU-T V.34 

• V.32bis 

• V.32 

• V.21 

• V.22 

• V.23 
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  ソフ トウェア機能
FAX サービス

ATA 190 は次の 2 つのモードの FAX サービスをサポート しています。

• FAX パススルー モード ： 受信側で着信側ステーシ ョ ン  ID （CED） トーンを検出し、
G.711A-law/G.711μ-law を自動的に切り替えます。

• T.38 ファ ク ス  リ レー モード ： T.38 ファ ク ス  リ レー機能を使用する と、 デバイスは FAX 機
を使って IP ネッ ト ワーク経由でファ イルを送信できます。 一般に、 受信された  FAX はイ
メージに変換されてから  T.38 FAX デバイスに送信されます。 ターゲッ ト の T.38 FAX デバ
イスがこのイ メージを受信する と、 このデバイスによってイ メージが元のアナログ  FAX 信
号に変換されます。音声ゲート ウェイを使って設定された  T.38 ファ ク ス  リ レーは、 FAX 信
号を復号化または復調してから  IP で転送します。

注 FAX 送信が成功するかど うかは、 ネッ ト ワーク条件とその条件に対する  FAX モデムの許容度
によって決ま り ます。 ネッ ト ワークでのネッ ト ワーク  ジッ タ、 ネッ ト ワーク遅延、 およびパ
ケッ ト損失率は、 ある程度低くなければな り ません。

サポート される方式

ATA 190 は、 次の方式をサポート しています。 詳細については、 RFC3261 （SIP: Session 
Initiation Protocol） を参照して ください。

• REGISTER

• REFER

• INVITE

• BYE

• CANCEL

• NOTIFY

• OPTIONS

• ACK

• SUBSCRIBE

付加サービス

SIP 付加サービスを使用する と、 電話サービスを拡張できます。 これらのサービスの使用方法
については、 第 6 章 「SIP 付加サービスの使用」 を参照して ください。

ATA 190 は、 次の SIP 付加サービスをサポート しています。

• Caller ID

• コール ウェイテ ィ ング発信者 ID

• ボイス  メール表示

• 会議通話の開始

• コール ウェイテ ィ ング

• コール転送
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  設置および設定の概要
• 発信側回線 ID

• 自動転送

• 在席転送

• 共有回線

• SpeedDial

• Meet-Me Conference

• コール ピッ クアップ/グループ コール ピッ クアップ

• Redial

• セキュアなコール

• C 割り込み

設置および設定の概要
表 1-1 に、 ATA 190 を設置および設定するための基本的な手順を記載します。 多数の ATA 190 
を配置しなければならない標準的な  SIP 環境で動作可能にするには、 この手順に従う こ とがで
きます。

表 1-1 ATA 190 を設置 / 設定して動作可能にするために必要な手順の概要

Action 参照先

1. ネッ ト ワークおよび ATA 190 の設定を計画
します。

2. イーサネッ ト接続を配備します。

3. 他のネッ ト ワーク  デバイスを設置して設定
します。

4. ATA 190 を設置します。 ただし、 この時点で
はまだ ATA 190 の電源をオンにしません。

ATA 190 の設置 （3-3 ページ）

5. ATA 190 の電源をオンにします。
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C H A P T E R 2

ネッ トワークに ATA 190 を設置するための
準備

ATA 190 は、 データ  ネッ ト ワーク上での音声通信機能を提供します。 この機能を提供するため
に、 ATA 190 は、 他の主要な Cisco Unified IP Telephony およびネッ ト ワーク  コンポーネン ト に
依存して相互作用します。 これらのコンポーネン ト には、 Cisco Unified Communications 
Manager、 DNS サーバ、 DHCP サーバ、 TFTP サーバ、 メディア  リ ソースなどがあ り ます。

この章では、 ATA 190、 Cisco Unified Communications Manager、 DNS サーバ、 DHCP サーバ、
TFTP サーバ、 およびスイ ッチの間で行われる相互作用を中心に説明します。 また、 ATA 190 
の電源供給オプシ ョ ンについても説明します。

音声通信と  IP 通信の関連情報については、 次の URL を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/index.html

この章では、 ATA 190 と  Voice over IP （VoIP） ネッ ト ワークの他の主要コンポーネン ト との間
で行われる相互作用の概要について説明します。 具体的な内容は次のとおりです。

• 他の Cisco Unified IP Communications 製品との連携について （2-1 ページ）

• ATA 190 への電力供給 （2-2 ページ）

• 電話機設定ファ イルの概要 （2-3 ページ）

• ATA 190 の起動プロセスの概要 （2-4 ページ）

• Cisco Unified Communications Manager データベースへの ATA 190 の追加 （2-5 ページ）

• ATA 190 の MAC アド レスの判別 （2-6 ページ）

他の Cisco Unified IP Communications 製品との連携について
ATA 190 を  IP テレフォニー ネッ ト ワークで機能させるには、 ATA 190 を  Cisco Catalyst スイ ッ
チなどのネッ ト ワーク  デバイスに接続する必要があ り ます。 また、 コールを送受信する前に、
ATA 190 を  Cisco Unified Communications Manager システムに登録する必要があ り ます。

こ こでは、 ATA 190 と  Cisco Unified Communications Manager との連携について （2-2 ページ）
について説明します。
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ATA 190 と  Cisco Unified Communications Manager との連携について

Cisco Unified Communications Manager は、 業界標準のオープンなコール処理システムです。
Cisco Unified Communications Manager ソフ ト ウェアは、 ATA 190 に接続されたアナログ電話機
間でコールを確立および切断します。 これによ り、 従来の PBX 機能を企業の IP ネッ ト ワーク
に統合します。 Cisco Unified Communications Manager は、 電話会議やルート  プランなどの機能
に必要な IP テレフォニー システムのコンポーネン ト （電話機、 アクセス  ゲート ウェイ、 およ
びリ ソース） を管理します。 また、 Cisco Unified Communications Manager には、 次の機能もあ
り ます。

• デバイスのファームウェア

• 認証および暗号化 （テレフォニー システム用に設定されている場合）

• TFTP サービスを介した設定ファ イルと  CTL ファ イル

• 電話機の登録

• コールの保存。 この機能によ り、 プラ イマ リ  Communications Manager と電話機間でシグナ
リ ングが消失しても メディア  セッシ ョ ンが継続されます。

この章で説明している  IP デバイス と連動するよ うに Cisco Unified Communications Manager を
設定する方法については、 『Cisco Unified Communications Manager アド ミ ニス ト レーシ ョ ン  ガ
イ ド』、 『Cisco Unified Communications Manager システム  ガイ ド』、 および 『Cisco Unified 
Communications Manager セキュ リ テ ィ  ガイ ド』 を参照して ください。

ATA 190 への電力供給
ATA 190 は、 外部電源によって電力供給されます。 外部電源は、 独立型の電源を通じて提供さ
れます。

ATA 190 への電力供給の詳細については、 次の各項で説明します。

• 電力に関するガイ ド ラ イン （2-2 ページ）

• 停電 （2-2 ページ）

• 電話機設定ファ イルの概要 （2-3 ページ）

電力に関するガイドライン

ATA 190 の外部電源には、 次の電源タイプおよびガイ ド ラ インが適用されます。

• 電源タイプ ： 外部電源 （汎用 AC 外部電源装置から供給）

• ガイ ド ラ イン ： ATA 190 は、 汎用 AC 電源 100/240V を使用します。

停電

電話機で緊急サービスを利用できるかど うかは、 電話機に電源が供給されているかど うかによ
り ます。 電源の中断が発生した場合は、 電源が復旧するまで、 利用および緊急コール サービス  
ダイヤルは機能しません。 電源の異常や障害が発生した場合は、 サービスまたは緊急コール 
サービスのダイヤル前に、 装置を リ セッ ト または再設定する必要があ り ます。
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電話機設定ファイルの概要
電話機の設定ファ イルは TFTP サーバに保存されており、 Cisco Unified Communications 
Manager に接続するためのパラ メータを定義しています。 通常、 Cisco Unified Communications 
Manager で ATA 190 回線の リ セッ ト が必要となる変更を行う と常に、 その変更が電話機の設定
ファ イルに自動的に反映されます。 システムを リ セッ ト または再起動する必要がある場合、 両
方の回線を同時に リ セッ ト または再起動する必要があ り ます。

設定ファ イルには、 ATA 190 がどのイ メージ  ロードを実行するかも記述されています。 このイ
メージのロードが、 ATA190 に現在ロード されているイ メージと異なる場合、 その電話機は、
TFTP サーバと交信して、 必要なロード  ファ イルを要求します （これらのファ イルは、 ファ イ
ル ソースの信頼性を確保するためにデジタル署名されます）。

設定ファ イルのデバイス  セキュ リ テ ィ  モードが Authenticated に設定されており、 ATA 190 の 
CTL ファ イルに Cisco Unified Communications Manager に対する有効な証明書が存在する場合、
その電話機は Cisco Unified Communications Manager との TLS 接続を確立します。 それ以外の
場合、 ATA 190 は TCP/UDP 接続を確立します。 ユーザは ATA 190 の Web GUI で [Voice] > 
[Line] > [SIP Settings] に移動できます。 そこで、 SIP 転送を  Cisco Unified Communications 
Manager の電話セキュ リ テ ィ  プロファ イルの転送タイプに一致させる必要があ り ます。

Cisco Unified CM の管理でセキュ リ テ ィ関連の設定を行う と、 電話機の設定ファ イルに重要な
情報が保存されます。 設定ファ イルのプラ イバシーを確保するには、 そのファ イルを暗号化用
に設定します。 詳細については、 『Cisco Unified Communications Manager セキュ リ テ ィ  ガイ ド』
の 「Configuring Encrypted Phone Configuration Files （電話機の暗号化設定ファ イルの設定）」 を
参照して ください。

ATA 190 が ATA<mac_address>.cnf.xml （mac_address （電話機の MAC アド レス） とい う名前の
設定ファ イルを取得できない場合にのみ、 ATA 190 は XMLDefault.cnf.xml とい う名前のデフォ
ル ト の設定ファ イルにアクセスします。

自動登録が有効になっておらず、 ATA 190 が Cisco Unified Communications Manager データベー
スに追加されていない場合、 ATA 190 は Cisco Unified Communications Manager への登録を試行
しません。

ATA 190 が登録済みの場合、 ATA 190 は ATA<mac_address>.cnf.xml （mac_address はその電話
機の MAC アド レス） とい う名前の設定ファ イルにアクセスします。

ATA 190 の場合、 TFTP サーバによって次の SIP 設定ファ イルが生成されます。

• SIP IP Phone ：

– 署名も暗号化も されないファ イル ： ATA<mac>.cnf.xml

– 署名されているファ イル ： ATA<mac>.cnf.xml.sgn

– 署名され、 暗号化されているファ イル ： ATA<mac>.cnf.xml.enc.sgn

– ダイヤル パターンの最大数は 10 です。

– 各ダイヤル パターンの最大長は 30 です。

これらのファ イル名は、 Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [Phone 
Configuration] ウ ィ ン ド ウにある  [MAC address] から生成されます。 電話機は、 MAC アド レス
によって一意に識別されます。 詳細については、 『Cisco Unified Communications Manager 
Administration Guide』 を参照して ください。

電話機と  TFTP サーバの相互対話については、『Cisco Unified Communications Manager システム  
ガイ ド』 の 「Cisco TFTP」 の項を参照して ください。
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ATA 190 の起動プロセスの概要
ATA 190 を  VoIP ネッ ト ワークに接続する と、 表 2-1 で説明している標準起動プロセスが開始さ
れます。 ネッ ト ワークの設定によっては、 プロセスの一部のステップが ATA 190 で実行されな
い場合もあ り ます。

表 2-1 ATA 190 の起動プロセス

タスク 目的 関連項目

1. 電力の取得。

ATA 190 は、 外部電源を使用します。

ATA 190 への電力供給 （2-2 ページ） を参照し
て ください。

2. 保存されたイ メージのロード。

Cisco ATA 190 は、 ファームウェア  イ メージとユーザ
定義の設定値を保存するための不揮発性フラ ッシュ  
メモ リ を備えています。 起動時に、 ATA 190 はブート
ス ト ラ ップ ローダーを実行して、 フラ ッシュ  メモ リ
に保存されている  ATA 190 イ メージをロード します。
このイ メージを使用して、 ATA 190 は自身のソフ ト
ウェアとハード ウェアを初期化します。

3. IP アド レスの取得。

Cisco ATA 190 で DHCP を使用して IP アド レスを取得
する場合、 デバイスは DHCP サーバにクエ リ を発行
してアド レスを取得します。 ネッ ト ワークで DHCP 
を使用しない場合は、 個々のデバイスに対してスタ
テ ィ ッ ク  IP アド レスをローカルに割り当てます。

4. CTL ファ イルの要求。

TFTP サーバに、 CTL ファ イルが保管されています。
このファ イルには、 デバイス と  
Cisco Unified Communications Manager の間の安全な接
続を確立するために必要な証明書が含まれています。

『Cisco Unified Communications Manager セ
キュ リ テ ィ  ガイ ド』 の 「Configuring the Cisco 
CTL Client （Cisco CTL ク ラ イアン ト の設定）」
の章を参照して ください。

5. 設定ファ イルの要求

TFTP サーバに存在する設定ファ イルは、 Cisco 
Unified Communications Manager に接続するためのパ
ラ メータや、 ATA 190 に関するその他の情報を定義し
ています。

電話機設定ファ イルの概要 （2-3 ページ） を
参照して ください。

6. Cisco Unified Communications Manager への接続

設定ファイルは、 ATA 190 が Cisco Unified 
Communications Manager とどのよ うに通信するかを定義
し、 デバイスにロード  ID を提供します。 デバイスは、
このファイルを TFTP サーバから取得する と、 リ ス ト内
で優先順位が最も高い Cisco Unified Communications 
Manager への接続を確立しよ う と します。 （暗号化また
は認証された） セキュアなシグナリ ング用にデバイス
のセキュ リティ  プロファイルが設定され、Cisco Unified 
Communications Manager が混合 （セキュ リティ） モード
に設定されている場合、 デバイスは TLS 接続を実行し
ます。 それ以外の場合、 デバイスは非セキュア TCP 接
続を実行します。

電話機設定ファ イルの概要 （2-3 ページ） を
参照して ください。
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Cisco Unified Communications Manager データベースへの 
ATA 190 の追加

ATA 190 を設置する前に、 デバイスを  Cisco Unified Communications Manager データベースに追
加する方法を選択します。 こ こでは、 追加方法について説明します。

• 自動登録による  ATA 190 の追加 （2-5 ページ）

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用した ATA 190 の追加
（2-6 ページ）

表 2-2 は、 ATA 190 を  Cisco Unified Communications Manager データベースに追加する方法の概
要を示しています。

自動登録による ATA 190 の追加

ATA 190 の設置を開始する前に自動登録を有効にしておく と、 次のこ とが可能にな り ます。

• ATA 190 から最初に MAC アドレスを収集するこ とな く、 デバイスを自動的に追加できます。

• ATA 190 を  IP テレフォニー ネッ ト ワークに物理的に接続する と、 自動的に ATA 190 が 
Cisco Unified Communications Manager データベースに追加されます。 自動登録中に、
Cisco Unified Communications Manager は連続する電話番号の中から次に使用可能なものを
電話機に割り当てます。

• 設定を変更する場合に、 デバイスを  Cisco Unified Communications Manager データベースに
すばやく登録し、 電話番号などの設定を  Cisco Unified Communications Manager から変更で
きます。

• 自動登録されたデバイスを新しい場所に移動し、 電話番号を変更しないまま別のデバイス  
プールに割り当てる。

注 Unified CM で複数のデバイスを同時に自動登録するためのサポートがあ り ます。

自動登録は、 デフォル ト では無効になっています。 自動登録を使用しない場合があ り ます。 た
とえば、特定の電話番号を電話に割り当てる場合や、 『Cisco Unified Communications Manager セ
キュ リ テ ィ  ガイ ド』 に説明されているよ うに、 Cisco Unified Communications Manager による安
全な接続を使用する場合などです。 自動登録の有効化については、 『Cisco Unified 
Communications Manager アド ミ ニス ト レーシ ョ ン  ガイ ド』 の 「Enabling Auto-Registration （自
動登録の有効化）」 を参照して ください。

表 2-2 Cisco Unified Communications Manager Database への ATA 190 の追加方法

方式
MAC アドレス
の必要性 注意

自動登録 No • 電話番号の自動割り当てが可能です。

• 混合モードを有効にした場合は使用できません。

Cisco Unified 
Communications 
Manager の管理ページ
の使用

Yes 電話機を個々に追加する必要があ り ます。
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注 混合モードの場合、 自動登録は自動的に無効になっており、 変更できません。 非セキュア モード
の場合、 自動登録はデフォルトで無効になっていますが、 手動で有効にするこ とができます。

関連項目

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用した ATA 190 の追加 （2-6 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用した ATA 190 
の追加

Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して、 ATA 190 を個別に Cisco 
Unified Communications Manager データベースに追加できます。 追加するには、 まず各デバイス
の MAC アド レスを取得します。

MAC アド レスの確認方法については、 ATA 190 の MAC アド レスの判別 （2-6 ページ） を参照
して ください。

収集された MAC アド レスを取得したら、 Cisco Unified Communications Manager の管理ページ
で、 [Device] > [Phone] を選択し、 [Add New] をク リ ッ ク して開始します。

注 ATA 190 に 2 つの FXS ポート があ り、各ポート にその MAC アド レスがあ り ます。最初の ATA 
190 で使用される  MAC アド レスが、 2 番目の ATA 190 ではシフ ト されて使われます （たとえ
ば、MAC アド レスが AABBCCDDEEFF から  BBCCDDEEFF01 にシフ ト されます）。Unified CM 
の管理ページから、 2 台のデバイスを追加できます。

詳細な手順および Cisco Unified Communications Manager の概念については、 『Cisco Unified 
Communications Manager アド ミ ニス ト レーシ ョ ン  ガイ ド』 と 『Cisco Unified Communications 
Manager システム  ガイ ド』 を参照して ください。

関連項目

自動登録による  ATA 190 の追加 （2-5 ページ）

ATA 190 の MAC アドレスの判別
このドキュ メ ン ト で説明されているいくつかの手順では、 CATA 190 の MAC アド レスを判別す
る必要があ り ます。 次のいずれかの方法で、 デバイスの MAC アド レスを判別できます。

• デバイスの背面にある  MAC ラベルを確認します。

• デバイスの Web ページの [Voice] > [Information] に移動して MAC アド レスを確認します。
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C H A P T E R 3

ATA 190 の設置

こ こでは、ATA 190 ハード ウェアを接続し、QED およびファームウェア  ファ イルをロード して  
ATA 190 を設定する方法について説明します。 QED ファ イルを最初にインス トールした後で、
ファームウェア  ファ イルをインス トールします。

Cisco ATA 背面パネルの接続

図 3-1 Cisco ATA 背面パネル

RESET ： ペーパー ク リ ップなどを使用してこのボタンを短く押し、 ユニッ ト を再起動します。
出荷時のデフォル ト設定に戻すには、 10 秒間押し続けます。

PHONE 1/PHONE 2 ： アナログ電話または FAX への接続。

NETWORK ： IP ネッ ト ワークへの接続。

POWER ： 5V 電源アダプタへの接続。

ネッ トワーク要件
ATA 190 は、 IP テレフォニー ネッ ト ワークのエン ドポイン ト と して機能します。 次の機器が必
要です。

• コール制御システム

• 音声パケッ ト  ゲート ウェ イ。 公衆電話交換網 （PSTN） に接続する場合には必須です。 ア
ナログ  キー システムが有効な場合、 ゲート ウェ イは必要あ り ません。

• イーサネッ ト接続
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  安全に関する推奨事項
安全に関する推奨事項
一般的な安全性を確保するには、 次のガイ ド ラ インに従って ください。

• 本製品を濡ら した り、 装置内に液体を注いだり しないでください。

• 本製品を開けた り、 分解した り しないでください。

• 人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

• ATA 190 に付属の電源装置のみを使用して ください。

警告 本製品の最終処分は、 各国のすべての法律および規制に従って行って く ださい。

警告 設置手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。

警告 いつでも装置の電源を切断できるように、 プラグおよびソケッ トにすぐに手が届く状態にして
おいて く ださい。

警告 雷が発生しているときには、 システムに手を加えたり、 ケーブルの接続や取り外しを行ったり
しないで く ださい。

警告 感電を防ぐために、 安全超低電圧 （SELV） 回路を電話網電圧 （TNV） 回路に接続しないで く だ
さい。 LAN ポートには SELV 回路が、 WAN ポートには TNV 回路が組み込まれています。一部の 
LAN ポートおよび WAN ポートは RJ-45 コネクタを使用しています。 ケーブルを接続するとき
は、 注意事項をよ くお読みく ださい。

翻訳版の警告については、 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco ATA 190
（Cisco ATA 190 に関する法規制の遵守および安全情報）』 マニュアルを参照して ください。

ATA 190 パッケージの内容
ATA 190 パッケージには、 次のものが含まれています。

• Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter
• Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter At a Glance

• Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter (SIP) Product Safety and User Manual （Cisco ATA 190 
Analog Telephone Adaptor （SIP） 製品のセイフテ ィおよびユーザ マニュアル）

• Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco ATA 190 （Cisco ATA 190 に関する
法規制の遵守および安全情報）

• 該当する国のク リ ップ付き  5V 電源アダプタ

• イーサネッ ト  ケーブル

注 ATA 190 を使用する際には、 装置に付属の 5V DC 電源アダプタだけを使用して ください。
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  ATA 190 の設置
ATA 190 の設置
ATA 190 を設置する手順は、 次のとおりです。

手順

ステップ 1 電源をアダプタ  ポート に接続します。

ステップ 2 ネッ ト ワークから  ATA 190 のネッ ト ワーク  ポート にス ト レー ト  イーサネッ ト  ケーブルを接続
します。 各 ATA 190 には、 イーサネッ ト  ケーブルが 1 本付属しています。

注 10 Mbps接続の場合は、 カテゴ リ  3/5/5e/6 のいずれのケーブルでも使用できますが、 100 Mbps 
接続にはカテゴ リ  5/5e/6 を使用する必要があ り ます。

ATA 190 への電話機の取り付け
ATA 190 には 1 台または 2 台の電話機を取り付ける こ とができます。 その際、 RJ11 ケーブルを
使って電話機を  ATA 190 の電話ポート に接続します。 そのポート でアクテ ィ ビテ ィが行われて
いる と、 ATA 190 の PHONE1 および PHONE2 の LED が緑色に点灯します。

ATA 190 の起動プロセスの確認
ATA 190 が電源に接続される と、 起動プロセスが開始し、 次の一連のステップが実行されます。

1. 電源 LED が点灯します。

2. ネッ ト ワーク  LED が点滅します （WAN ポート に接続されたネッ ト ワーク  ポート にデータ  
ト ラフ ィ ッ クがある場合）。

このステップで、 ATA 190 はアプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

3. ネッ ト ワーク  LED が点灯します。

4. Phone1 と  Phone2 が Cisco Unified CM に正常に登録された後、対応する  LED が点灯します。

5. すべての LED が点灯します。

ATA 190 フラ ッシュ  メモ リが消去された場合やロードが破損している場合、 ATA は手動アップ
グレードでイ メージを復元できる リ カバ リ  モードにな り ます。

電話機をオフフッ ク状態にする と、 電話機の LED が点滅し、 ダイヤル トーンが聞こえます。
ATA 190 の起動プロセスが完了しました。
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  起動ネッ トワークの設定
起動ネッ トワークの設定 
ネッ ト ワークで DHCP を使用していない場合は、 ATA 190 デバイスをネッ ト ワークに設置した
後、 ATA 190 で次のネッ ト ワーク設定を行います。

• IP サブネッ ト情報 （サブネッ ト  マスクおよびゲート ウェイ）

• TFTP サーバの IP アド レス  

必要に応じて、 次のオプシ ョ ン設定を行う こ とができます。

管理 VLAN ID

上記の情報を収集してから、 次の手順を参照して ください。 付録 B 「音声メニュー コード」

ATA 190 でのセキュリティ設定
セキュ リ ティ機能を使用する と、 な りすましやデータ改ざんの脅威から電話機を保護できます。
これらの機能によって、 電話機と  Cisco Unified Communications Manager サーバの間で認証された
通信ス ト リームが確立および維持され、 転送前のファ イルにデジタル署名が実施されます。

セキュ リ テ ィ機能の詳細については、 『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』
を参照して ください。

電話機の [Security Configuration] メニューから ローカルで有効な証明書 （LSC） のインス トール
を開始できます。 このメニューでは、 LSC の更新および削除も実行できます。

Cisco Unified Communications Manager からデバイス  プロファ イルのローカルで有効な証明書
（LSC） のインス トールを開始できます。 [Device] > [Phone] > [Phone Configuration] メニュー オプ
シ ョ ンを使用します。 このメニュー オプシ ョ ンでは、 LSC の更新および削除も実行できます。

開始する前に、 以下のよ うにして、 Cisco Unified Communications Manager および CAPF のセ
キュ リ テ ィ設定が適切に完了している こ と を確認します。

• Cisco Unified Communications オペレーテ ィ ング  システムの管理ページで、 CAPF 証明書が
インス トールされている こ と を確認します。

• CAPF は実行および設定されています。

詳細については、 『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』 を参照して ください。

注 LSC をアップデー トする必要がある場合は、 次の手順に従って、 工場出荷時のデフォル ト に リ
セッ トする必要があ り ます。 付録 B 「音声メニュー コード」
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ATA 190 の設定

テレフォニー機能を設定してユーザを割り当てるには、 Cisco Unified Communications Manager 
の管理ページを使用します。

この章では、 これらの設定およびセッ ト アップについて、 手順の概要を示します。 これらの手順
の詳細については、 Cisco Unified Communications Manager のマニュアルを参照して ください。

ATA 190 で使用可能なテレフォニー機能
表 4-1 に、 サポー ト されているテレフォニー機能を リ ス ト します。 これらの機能の多くは、
Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使って設定可能です。

表 4-1 ATA 190 のテレフォニー機能

機能 説明 設定の参照先

Audible Message 
Waiting Indicator
（オーディオ メ ッ
セージ受信インジ
ケータ）

ハン ドセッ ト またはスピーカーフォンから聞こえる断
続トーンによ り、 ユーザが回線で新しいボイス  メ ッ
セージを  1 つ以上受信したこ とが示されます。

注 断続トーンは回線によって異な り ます。 この音
が聞こえるのは、 使用中の回線でメ ッセージを
受信した場合のみです。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Message Waiting Configuration」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の 「Voice 
Mail Connectivity to Cisco Unified 
Communications Manager」

 C 割り込み 共有電話回線でプラ イベート  コール以外のコールに参
加できます。 C 割込によってユーザがコールに追加さ
れ、 会議に変換される こ とによ り、 ユーザと他の通話
者が会議機能にアクセス可能にな り ます。

ATA 190 は会議ブ リ ッジの割り込みをサポート してい
ます。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Cisco Unified IP Phone 
Configuration」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の 「Cisco 
Unified IP Phones」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Features and Services 
Guide』 の 「Barge and Privacy」
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  ATA 190 で使用可能なテレフォニー機能
コール転送 ユーザは、 着信コールを別の番号に リ ダイレク ト でき
ます。 コール転送オプシ ョ ンには、 すべてのコール転
送、 話中転送、 および無応答時転送があ り ます。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Directory Number Configuration」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の 「Cisco 
Unified IP Phones」

コール ピッ ク
アップ

ユーザは、 自分のピッ クアップ グループに属する別の
電話機で呼出音が鳴っている場合に、 そのコールを自
分の電話機に リ ダイレク ト できます。

詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』 の 「Call Pickup」 を
参照して ください。

コール ウェ イテ ィ
ング

コールの最中に別の着信コールの呼出音が鳴っている
こ と を通知し、 ユーザが応答できるよ うにします。 着
信コールの情報を電話スク リーンに表示します。

詳細については、 『Cisco Unified 
Communications System Guide』 の
「Understanding Directory Numbers」 の
章を参照して ください。

Caller ID 電話番号、 名前、 その他の説明テキス ト など、 発信者
の識別情報を電話スク リーンに表示します。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Cisco Unified IP Phone 
Configuration」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の
「Understanding Route Plans」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Features and Services 
Guide』 の 「Call Display 
Restrictions」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Directory Number Configuration」

Conference • ユーザは、 各参加者を個別に呼び出して、 複数の
通話相手と同時に話すこ とができます。 会議機能
には、 アドホッ ク会議、 C 割り込み、 およびミー
ト ミーがあ り ます。

• 標準 （ア ドホッ ク） 会議の開催者は、 参加者を追
加または削除できます。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の 「Cisco 
Unified IP Phones」

注 ユーザに対し、 これらの機能
がアクテ ィブであるかど うか
を必ず通知して ください。

表 4-1 ATA 190 のテレフォニー機能 （続き）

機能 説明 設定の参照先
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直接転送 2 つのコールを相互接続できます。 接続完了後は、 回
線から離脱できます。

詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager System 
Guide』 の 「Cisco Unified IP Phones」
の章を参照して ください。

Forced 
Authorization 
Code （FAC）

特定のユーザが発信できるコールのタイプを制御し
ます。

詳細については、
『Cisco Unified Communications 
Manager Features and Services Guide』
の 「Client Matter Codes and Forced 
Authorization Codes」 の章を参照して
ください。

グループ コール 
ピッ クアップ

ユーザが、 別のグループの電話番号で呼び出し音が
鳴っているコールに応答する こ とができます。

詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』 の 「Call Pickup」 を
参照して ください。

保留 / 復帰 ユーザは、 接続されたコールをアクテ ィブな状態と保
留状態の間に移行できます。

注 共有回線通話者からのコールの再開はサポー ト
されていません。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

設定は必要あ り ません。 ただし、 保
留音を使用する場合には必要です。
詳細については、 この表の 「保留音」
を参照して ください。

ミー ト ミー会議 ユーザが ミー ト ミー会議を開始し、 参加ユーザは予定
の時刻に、 あらかじめ決められた番号にコールをかけ
ます。

詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager 
Administration Guide』 の 「Meet-Me 
Number/Pattern Configuration」 の章を
参照して ください。

Message Waiting メ ッセージ受信オン  インジケータおよびオフ  インジ
ケータ用の電話番号を定義します。 直接接続型のボイ
ス  メ ッセージ  システムでは、 指定された電話番号を
使用して、 特定の Cisco Unified IP Phone のメ ッセージ
受信インジケータを設定した り ク リ アした り します。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Message Waiting Configuration」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の 「Voice 
Mail Connectivity to Cisco Unified 
Communications Manager」

保留音 発信者が保留状態になっている間、 音楽を再生します。 詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager Features and 
Services Guide』 の 「Music On Hold」
を参照して ください。

表 4-1 ATA 190 のテレフォニー機能 （続き）

機能 説明 設定の参照先
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Privacy 回線を共有しているユーザがコールに自分を追加する
こ と を禁止します。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Cisco Unified IP Phone 
Configuration」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の 「Cisco 
Unified IP Phones」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Features and Services 
Guide』 の 「Barge and Privacy」

Redial ユーザは、 *# 機能コードを押して、 最後にダイヤルし
た電話番号に発信できます。

設定は必要あ り ません。

シェアド  ラ イン ユーザは、 複数のデバイスで同じ電話番号を共有した
り、 電話番号を同僚と共有した りできます。

詳細については、 『Cisco Unified 
Communications System Guide』 の
「Understanding Directory Numbers」 の
章を参照して ください。

スピード  ダイヤル ユーザは、 * と事前に割り当てたインデッ ク ス  コード
（1 ～ 199） を電話機のキーパッ ドで入力する こ とで、
電話番号をすばやくダイヤルできます。

例 ： インデッ ク ス  コード  199 の電話番号をダイヤルす
るには、 *199 を押します。

ユーザは、 Cisco Unified Communications Manager の 
[Device] ウ ィ ン ド ウの [Line configuration] でインデッ
ク ス  コードを割り当てます。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Cisco Unified IP Phone 
Configuration」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の 「Cisco 
Unified IP Phones」

タ イム  ゾーンの
アップデート

デバイスを更新してタイム ゾーン変更を反映させます。 詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager 
Administration Guide』 の 「Date/Time 
Group Configuration」 を参照して くだ
さい。

ボイス  メ ッセージ  
システム

コールに応答がない場合に、 発信者がメ ッセージを残
せるよ うにします。

詳細については、 次のマニュアルを
参照して ください。

• 『Cisco Unified Communications 
Manager Administration Guide』 の
「Cisco Voice-Mail Port 
Configuration」

• 『Cisco Unified Communications 
Manager System Guide』 の 「Voice 
Mail Connectivity to Cisco Unified 
Communications Manager」

表 4-1 ATA 190 のテレフォニー機能 （続き）

機能 説明 設定の参照先
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プロダク ト固有の設定パラメータの設定
Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは、 ATA 190 のプロダク ト固有の設定パ
ラ メータを設定できます。 表 4-2 は、 パラ メータを設定するための設定ウ ィ ン ド ウ と、 それぞ
れのアクセス方法を リ ス ト しています。

表 4-3 に、 Cisco Unified Communications Manager の管理ページを使用して設定できる設定パラ
メータを リ ス ト します。 表 4-2 の設定ウ ィ ン ド ウを使用して、 設定パラ メータを設定できます。

注 いくつかの ATA 190 パラ メータは、 ポー ト  1 からのみ設定されます。 これらのパラ メータを
ポート  2 から設定しても、 適用されません。 [IVR Password]、 [CDP]、 [Impedance]、
[Input/Output Audio Level]、 [Timers]、 [Call Sequence] パラ メータは、 ポー ト  1 からのみ設定し
て ください。

表 4-2 設定情報

[Configuration] ウィ ンドウ Path （パス）

[Phone Configuration] ウ ィ
ン ド ウ

[Device] > [Phone] ウ ィ ン ド ウの [Product Specific Configuration] 
部分

表 4-3 ATA 190 の設定パラメータ

パラ メータ 説明

Auto Barge 自動割り込みによ り、 アクテ ィブ コールにユーザが追
加されます。 オフフッ ク状態の電話機はそのユーザ
（コール開始者） を共有回線コール （ターゲッ ト ） に自
動的に追加し、 現在通話中の全ユーザは トーンを受信し
ます （設定されている場合）。 割り込みでは、 会議ブ
リ ッジをサポート しています。

Cisco Discovery Protocol （CDP） ： ATA 190 の CDP 機能を有効または無効にします。

Echo Cancellation エコー キャンセラの使用をイネーブルまたはディセー
ブルにします。

Fax Mode Cisco ATA 190 では、 次の FAX モードをサポート してい
ます。

• FAX パススルー ： re-INVITE 方式での音声ポート経
由の FAX およびモデム  ト ラフ ィ ッ クを可能にしま
す （コーデッ クは g711ulaw または g711alaw にする
こ とができます）。

• NSE FAX パススルー g711ulaw ： コーデッ ク  
g711ulaw による  NSE 方式での音声ポート経由の 
FAX ト ラフ ィ ッ クを可能にします。

• NSE FAX パススルー g711alaw ： コーデッ ク  
g711alaw による  NSE 方式での音声ポート経由の 
FAX ト ラフ ィ ッ クを可能にします。

• T.38 ファ ク ス  リ レー ： よ り堅牢なプロ ト コルを使用
して、 パケッ ト  ネッ ト ワーク経由で FAX 送信を行
う こ とができます。
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Fax Error Correction Mode Override FAX エラー訂正モード  オーバーラ イ ド を、 次のいずれ
かの値に設定できます。

• デフォル ト

• On

• 消灯

FAX Disable ECAN FAX トーンの検出時にエコー キャンセラをディセーブ
ルにするには、 このパラ メータを  yes に設定します。

Modem Line このパラ メータを  yes に設定する と、 コールはモデム  
コールと して扱われます。 ATA 190 は、 VAD、 ジッ ター 
バッファ、 エコー キャンセラを自動的に調整します。

Fax T38 Return To Voice T.38 FAX の完了後に音声コールバッ クが必要な場合は、
このパラ メータを  yes に設定します。

IVR Password ATA 190 の IVR パスワード。 デフォル トは 24726 です。

Input Audio Level ネッ ト ワークから電話機までのゲイン値

Output Audio Level 電話機からネッ ト ワークまでのゲイン値

Impedance ATA 190 は、 米国で使用する  600 Ω をはじめ、 複数のイ
ンピーダンス値を提供します。

Caller ID • BT FSK

• Bellcore FSK

• ETSI FSK

Call Sequence • Bellcore FSK

• ETSI FSK

Offhook Validation Timer

(50-1000ms)
オフフッ ク  イベン ト を認可する時間を指定します。

注 このパラ メータは、 予約されていますが、 適用
されます。

Onhook Validation Timer

(50-1000ms)
オンフッ ク  イベン ト を認可する時間を指定します。

Hookflash Timer

(100 to 1500 ms)
フッ クフラ ッシュ  イベン ト を認可する時間を指定します。

Onhook Delay Timer

(0 to 155 ms)
オンフッ ク  イベン ト を遅らせる時間を指定します。

注 このパラ メータは適用されません。

Reorder Delay (0-30s) 遠端側が切断されてから リ オーダー音が再生されるまで
の遅延。

RTP Packet Time (10-160ms) RTP のパケッ ト  サイズ （ ミ リ秒単位）。

表 4-3 ATA 190 の設定パラメータ  （続き）

パラ メータ 説明
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注 ユーザは、 ATA 190 の Web ページにアクセスして、 制限された設定を実行できます。 管理モー
ド とユーザ モードの 2 つのアクセス  モードがあ り ます。

• 管理モードのデフォル ト のユーザ名/パスワードは、 admin/admin です。

• ユーザ モードのユーザ名/パスワードは、 cisco/cisco です。

管理モードでは、 ほとんどの情報および設定を使用できます。

ユーザは、 [Administration] > [Management] > [User List] ページでユーザ名/パスワードを変更
できます。

ユーザ モードでは、 制限された情報およびアクセスのみを使用できます。

Cisco Unified Communications Manager へのユーザの追加
ユーザを  Cisco Unified Communications Manager に追加する と、 ユーザに関する情報を表示およ
び管理できるよ うにな り ます。 また、 ユーザは、 次のタス クを実行できるよ うにな り ます。

• ATA 190 から社内ディ レク ト リや他のカスタマイズされたディ レク ト リ にアクセスする。

• パーソナル ディ レク ト リ を作成する。

• スピード  ダイヤルと コール転送の番号をセッ ト アップする。

• ATA 190 からアクセス可能なサービスに登録する。

ユーザを  Cisco Unified Communications Manager に追加するには、 次の方法を使用します。

• ユーザを  1 名ずつ追加するには、 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで 
[User Management] > [End User] を選択します。

ユーザの追加に関する詳細については、 『Cisco Unified Communications Manager Administration 
Guide』 を参照して ください。 ユーザ情報に関する詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager Administration Guide』 を参照して ください。

ディセーブルにすることができる 2 番目の回線
バージ ョ ン  1.2.1 から、 ユーザは Cisco ATA 190 ボッ ク スの 2 番目のポート をディセーブルにす
るよ う選択できます。 これによ り、 お客様はラ イセンスのコス ト を節約する こ とができます。

ユーザは、 ATA 190 の Web ページで 2 番目のポート を簡単にイネーブルまたはディセーブルに
する こ とができます。

イネーブルまたはディセーブルの操作の後、 変更を有効にするために ATA 190 が リ セッ ト され
ます。

ディセーブルの場合、 ATA 190 はこのポート の TFTP サーバから設定ファ イルを取得しません。

設定 （Configuration）

1. Cisco ATA 190 の Web ページで、 [Voice] > [Line 2] > [Line Enable] に移動します。

2. イネーブルにする場合は yes を選択し、 ディセーブルにする場合は no を選択します。

3. [Submit] をク リ ッ ク します。 ` 変更を有効になるまで 40 秒待ちます。
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FAX サービスの設定

ATA 190 では、 2 つのモードの FAX サービスを使用して、 IP ネッ ト ワーク上で Cisco IOS ゲート
ウェイ とのインターネッ ト ワーキングを行う こ とができます。 これらのモードは、 それぞれ FAX 
パススルー モード、 T.38 ファ クス  リ レー モード と呼ばれています。

FAX パススルー モードの場合、ATA 190 は G.711 音声コーデッ クで FAX ト ラフ ィ ッ クを符号化し
てから、 FAX が音声コールであるかのよ うに Voice over IP （VoIP） ネッ ト ワークに渡します。

T.38 ファ ク ス  リ レー モードの場合、 ATA 190 は SIP ネッ ト ワークで通信する  2 台の標準的な
FAX 端末間の、 リ アルタイムな  FAX 送信をサポート します。 IP ネッ ト ワークで FAX を送信す
る  T.38 ファ ク ス  リ レー モードの方が信頼性が高く、 エラーのない方式です。

FAX モードの使用
Unified CM の管理ページの [Phone Configuration] ページで、優先する  FAX モードを選択できます。
FAX モード  プルダウン  ウ ィンド ウから、 次のいずれかのモードを選択します。

• ファ ク ス  パススルー

• T.38 ファ ク ス  リ レー

• NSE ファ ク ス  パススルー ： g711ulaw

• NSE ファ ク ス  パススルー ： g711alaw

FAX エラー訂正モード  オーバーラ イ ド値を設定できます。 FAX モード  プルダウン  ウ ィ ン ド ウ
から、 次のいずれかのモードを選択します。

• On

• 消灯

• デフォル ト

FAX モデム標準

ATA 190 では、 次の FAX モデム標準をサポート しています。

• ITU-T V.34 

• ITU-T V.34 Annex 12 

• K56Flex

• V.21
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• V.22

• V.23

• V.32

• V.32bis

• V.44

• V.90

• V.92

注 T.38 ファ ク ス  リ レーでは、 V.34 はサポート されません。

FAX-モデム速度

ATA 190 では、 次の FAX モデム速度をサポート しています。

• 33.6 kb/s

• 31.2 kb/s

• 28.8 kb/s

• 26.4 kb/s

• 24 kb/s

• 21.6 kb/s

• 19.2 kb/s

• 16.8 kb/s

• 14.4 kb/s

• 12 kb/s

• 9.6 kb/s

• 7.2 kb/s

• 4.8 kb/s

• 2.4 kb/s

注 V.34 でのみ使用される速度は、 T.38 リ レーを使用する  FAX に適用されません。
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SIP 付加サービスの使用

SIP 付加サービスを使用する と、 電話サービスを拡張する こ とができます。 これらのサービス
には、 コール転送、 リ ダイアル、 コール転送、 会議通話などがあ り ます。

一般的な付加サービス
こ こで説明する付加サービス とその設定および実装は、 該当するサービスを使用する国によっ
て異な り ます。 各国でのサービス実装については、 最寄りのシスコ機器プロバイダーにお問い
合わせください。

こ こでは、 次の内容について説明します。

• 在席転送 （6-2 ページ）

• コール ピッ クアップ （6-2 ページ）

• 発信者 ID （6-2 ページ）

• コール ウェイテ ィ ング発信者 ID （6-2 ページ）

• コール保留 （6-3 ページ）

• グループ コール ピッ クアップ （6-3 ページ）

• ミー ト ミー会議 （6-3 ページ）

• プラ イバシー （6-3 ページ）

• 共有回線 （6-4 ページ）

• スピード  ダイヤル （6-4 ページ）

• リ ダイヤル （6-4 ページ）

• 自動転送 （6-4 ページ）

• ボイス  メール表示 （6-5 ページ）

• ボイス  メ ッセージ  システム （6-5 ページ）

• 電話会議の実行 （米国の場合） （6-5 ページ）

• 電話会議の実行 （スウェーデンの場合） （6-6 ページ）

• コール ウェイテ ィ ング （米国の場合） （6-6 ページ）

• コール ウェイテ ィ ング （スウェーデンの場合） （6-6 ページ）

• コール転送について （6-6 ページ）
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• 米国モードの不在転送 （6-7 ページ）

• スウェーデン  モードの不在転送 （6-7 ページ）

在席転送

この機能を使用する と、 ユーザは別の電話番号に既存のコールを転送できます。 その際、 ダイ
ヤル先の了承を得てから電話を切り ます。 在席転送を行うには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アナログ電話機のハンドセッ ト のフラ ッシュ  ボタンを押して、 相手との通話を保留状態にする
と、 ダイヤル トーンが聞こえます。

ステップ 2 既存の通話の転送先となる電話番号をダイヤルします。

ステップ 3 呼び出し先が電話に応答したら、 その相手の了承を得てから電話機のハンドセッ ト を置く こ と
で、 既存の通話を転送できます。

コール ピックアップ

自分のコール ピッ クアップ グループ内の別の電話機で鳴っているコールに応答できます。
コール ピッ クアップ機能を使用するには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話機のハンドセッ ト を取り上げます。

ステップ 2 **3 を押します。

発信者 ID
電話機の呼出音が鳴る と き、 ATA 190 は 1 回目と  2 回目の呼出音の間に、発信者 ID 信号をその
電話機に送り ます （名前、 電話番号、 時間、 日付の情報が使用可能な場合には、 それも一緒に
送られます）。

 コール ウェイティング発信者 ID
ATA 190 はコール待機トーンを鳴ら し、 最初の トーン  バース ト の直後にオフフッ ク発信者 ID 
信号を電話機に送信します。

名前、 電話番号、 時刻、 日付の情報が使用可能な場合には、 それも一緒に ATA 190 によって送
信されます。
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コール保留

この機能を使用する と、 ユーザはアクテ ィブな通話を保留状態にする こ とができます。

グループ コール ピックアップ

次の方法で、 自分のコール ピッ クアップ グループ外にある電話機でコールに応答できます。

• グループ ピッ クアップ番号を使用する  

• 呼び出し中の電話機の番号をダイヤルする

グループ コール ピッ クアップ機能を使用するには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話機のハンドセッ ト を取り上げます。

ステップ 2 **4、 グループ ID、 # の順に押します。

ミート ミー会議

この機能を使用して、 ユーザは ミー ト ミー会議を開始できます。 ミー ト ミー会議では、 他の参
加者が予定の時刻に、 あらかじめ決められた番号に電話をかけます。 ミー ト ミー会議を行うに
は、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話機のハンドセッ ト を取り上げます。

ステップ 2 **5、 ルーム  ID、 # の順に押します。

ステップ 3 他の参加者は、 会議番号に直接ダイヤルして ミー ト ミー会議に参加できます。

プライバシー

この機能は、 ユーザがコールに自分を追加する こ と を禁止します。 プラ イバシー機能を有効ま
たは無効にするには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話機のハンドセッ ト を取り上げます。

ステップ 2 プラ イバシー機能を有効にするには、 通話がアクテ ィブ状態のと きに **8 を押します。

ステップ 3 プラ イバシー機能を無効にするには、 通話がアクテ ィブ状態のと きに **9 を押します。
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第 6 章      SIP 付加サービスの使用
  一般的な付加サービス
共有回線

この機能を使用する と、 ユーザは複数の電話機で同じ電話番号を共有した り、 1 つの電話番号
を同僚と共有した りできます。

この機能によ り、 電話回線が既存のコールに割り込むこ とができます。

• 自動割り込みがイネーブルの場合、 オフフッ クによって  C 割り込みが ト リ ガーされます。

• 自動割り込みがディセーブルの場合、 「**6」 を押すと、 C 割り込みが ト リ ガーされます。

スピード  ダイヤル

この機能を使用する と、 ユーザは事前に割り当てたインデッ ク ス  コード （*1 ～ *199） を電話
機のキーパッ ドに入力する こ とで、 電話番号をすばやくダイヤルできます。

リダイヤル

ユーザが *# ボタンを押すと、 最後にダイヤルした電話番号に発信できます。

自動転送

この機能を使用する と、 ユーザは既存のコールを別の電話番号に転送できます。 その際、 ダイ
ヤル先の相手が応答するのを待たずに電話を切る こ とができます。 自動転送を行うには、 次の 
2 つの方法があ り ます。

• 半自動転送 （6-4 ページ）

• 完全自動転送 （6-5 ページ）

半自動転送

半自動転送を行うには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アナログ電話機のハンドセッ ト のフラ ッシュ  ボタンを押して、 相手との通話を保留状態にする
と、 ダイヤル トーンが聞こえます。

ステップ 2 通話の転送先となる電話番号をダイヤルします。

ステップ 3 リ ングバッ ク トーンが少な く と も  1 回鳴った後、 電話を切る と通話相手が転送されます。
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第 6 章      SIP 付加サービスの使用
  一般的な付加サービス
完全自動転送

完全自動転送を行うには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アナログ電話機のハンドセッ ト のフラ ッシュ  ボタンを押して、 相手との通話を保留状態にする
と、 ダイヤル トーンが聞こえます。

ステップ 2 電話機のキーパッ ドで #90 （転送サービス  アクテ ィベーシ ョ ン  コード） を押してから、 通話の
転送先となる電話番号を入力し、 最後に # を押します。

ステップ 3 電話を切り ます。

ボイス メール表示

この機能を使用する と、 ユーザのボイス  メール ボッ ク スに新規メ ッセージがある場合、 ATA 
190 は断続的な トーンを再生します。

ボイス メ ッセージ システム

この機能を使用する と、 発信者は、 コールに対する応答がない場合や受信者が音声メ ッセージ
にアクセスする場合にメ ッセージを残すこ とができます。 ボイス  メ ッセージング  システムを
利用するには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話機のハンドセッ ト を取り上げます。

ステップ 2 *0 を押します。

電話会議の実行 （米国の場合）

手順

ステップ 1 最初の電話番号をダイヤルします。

ステップ 2 呼び出し先が応答したら、 電話機ハンドセッ ト のフッ ク  フラ ッシュを実行します。 この操作に
よ り、 最初の呼び出し先が保留状態にな り、 ダイヤル トーンが聞こえます。

ステップ 3 2 番目の参加者に電話して、 相手が応答したら、 通常の方法で通話します。

ステップ 4 両方の参加者との間で同時に会議を行うには、 フ ッ ク  フラ ッシュを実行します。
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第 6 章      SIP 付加サービスの使用
  一般的な付加サービス
電話会議の実行 （スウェーデンの場合）

手順

ステップ 1 最初の電話番号をダイヤルします。

ステップ 2 呼び出し先が応答したら、 電話機ハンドセッ ト のフッ ク  フラ ッシュを実行します。 この操作に
よ り、 最初の呼び出し先が保留状態にな り、 ダイヤル トーンが鳴り ます。

ステップ 3 2 番目の参加者に電話して、 相手が応答したら、 通常の方法で通話します。

ステップ 4 フッ ク  フラ ッシュを実行し、 電話機のキーパッ ドで 2 を押すと最初の通話相手に戻り ます。
2 人の通話者の間を交互に切り替える こ とができます。

ステップ 5 両方の通話者との間で同時に会議を行うには、 フ ッ ク  フラ ッシュを実行してから、 電話機の
キーパッ ドで 3 を押します。 3 人の通話者全員との会議が始まった後、 ある通話者を除外する
唯一の方法は、 その通話者が電話を切る こ とです。

コール ウェイティング （米国の場合）

電話で通話中に誰かが電話をかけてきた場合、 その電話に応答するには、 フ ッ ク  フラ ッシュを
行います。 3 人の通話者全員で会議を開始する こ とはできません。

コール ウェイティング （スウェーデンの場合）

電話で通話中に誰かが電話をかけてきた場合、 その電話に応答するには、 フ ッ ク  フラ ッシュを
実行した後に電話機のキーパッ ドで 2 を押します。 あるいは、 フ ッ ク  フラ ッシュを実行し、 し
ばら く して通話中に 3 を押すと、 会議通話が開始されます。

フッ クフラ ッシュを実行した後で 1 を押すと、 最初の相手との通話が切断されて、 2 番目の
コールに応答します。 1 分経過しても応答がない場合、 発信者はビジー信号を受け取り ます。

スウェーデンでコール ウェイテ ィ ングを有効にするには、 ATA190 の設定 Web ページに移動
し、 [Call Sequence] を  [ETSI FSK for Sweden] に変更して ください。

注 ETSI モードの場合、 ユーザは会議サービスを開始するのではな く、 コール ウェ イテ ィ ングに
応答する必要があ り ます。 コール ウェ イテ ィ ングがある場合、 ユーザは通話会議サービスを直
接起動できません。

コール転送について

ATA 190 は、 不在転送、 話中転送、 無応答時転送の 3 つのコール転送タイプをサポート してい
ます。

この機能は、 Cisco Unified Communications Manager の設定によって実装されます。 管理者は、
Cisco Unified CM で転送先を設定して、 コール転送のタイプと接続先を指定できます。 その後、
Cisco Unified CM では、 SIP INVITE メ ッセージを配信せずに着信コールを設定された回線に転
送します。

ATA 190 は、 機能コードの後にコール転送の接続先をダイヤルして、 不在転送をアクテ ィブ化/
非アクテ ィブ化できます。
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  一般的な付加サービス
米国モードの不在転送

無条件転送

電話機のキーパッ ドで #72 を押し、 コールの転送先となる番号を入力した後、 も う一度 # を押
します。

コール転送のキャンセル

コール転送をキャンセルするには、 電話機のキーパッ ドで #73 を押します。

スウェーデン モードの不在転送

無条件転送

電話機のキーパッ ドで *21* を押し、 コールの転送先となる番号を入力した後、 # を押します。
キャンセルするには、 #21#を押します。
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  一般的な付加サービス
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ATA 190 の仕様

物理的仕様

表 A-1 物理仕様

説明 仕様

適合規格の遵守 FCC （Part 15 ク ラス  B）、 CE、 ICES-003、 A-Tick 認定、 危険物質に関
する制限 （RoHS）、 UL

電源モジュール DC 入力電圧 ： 5V DC （2.0A 時電力消費 ： 5W）

ス イ ッチング  タ イプ （100 ～ 240V） : 自動

電源アダプタ ： 100 ～ 240V および 50 ～ 60 Hz （26 ～ 34 VA） 入力、
1.8m コード付き

インジケータ  ラ イ ト
および LED

電話機 1、 電話機 2、 ネッ ト ワーク、 電源

マニュアル ク イ ッ ク  スター ト  ガイ ド

アド ミ ニス ト レーシ ョ ン  ガイ ド （オンラ イン）

プロビジ ョ ニング  ガイ ド （オンラ イン）

寸法 

（幅 X 高さ  X 奥行）

101 X 101 X 28 mm （3.98 X 3.98 X 1.10 インチ）

単位重量 153 g （5.40 オンス）
A-1
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付録 A      ATA 190 の仕様
  電気仕様
電気仕様

環境仕様

物理インターフェイス

表 A-2 電気仕様

説明 仕様

電源 0.25 ～ 12W （ピーク時 ～ アイ ドル時）

DC 入力電圧 5.0 VDC （最大 2.0A 時）

電源アダプタ 汎用 AC/DC

最大 10.3 X 4.9 X 3.35 cm（最大 4.05 X 1.93 X 1.31 インチ）

最大 120 g （4.23 オンス） （AC 入力の外部電源アダプタ
の場合）

最大 1.5 m （4.9 フ ィー ト ） の DC コード

1.8 m （6 フ ィー ト ） のコード

UL/cUL （CE 認定）

ク ラス  I アダプタ

表 A-3 環境仕様

説明 仕様

動作温度 32 ～ 113°F （0 ～ 45°C）

温度 （非動作時） -13 ～ 158°F （-25 ～ 70°C）

湿度 （動作時） 10 ～ 90 % （結露しないこ と）

保管湿度 10 ～ 90 % （結露しないこ と）

表 A-4 Physical Interfaces

説明 仕様

イーサネッ ト RJ-45 コネク タ  1 個、 IEEE 802.3 100BaseT 標準

アナログ電話機 RJ-11 FXS 音声ポート   2 個

電源 5 VDC 電源コネク タ
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  呼び出し音の特性
 呼び出し音の特性

ソフ トウェア仕様

表 A-5 呼び出し音の特性

説明 仕様

各 RJ-11 FXS ポー ト のヒ ン ト / リ ング  インターフェイス （SLIC）

リ ング電圧 70V RMS （標準、 平衡呼び出しのみ）

呼び出し音間隔 20 Hz

リ ング波形 台形 （波高因子 1.2 ～ 1.6）

リ ング負荷 1400 Ω + 40μF

リ ンガー等価番号 （REN） RJ-11 FXS ポート あた り最大 5 REN

ループ インピーダンス 最大 200 Ω （さ らに最大 430 Ω の電話機 DC 抵抗）

オンフッ ク / オフフッ ク特性

オンフッ ク電圧 （ヒ ン ト / リ ング） -47V

オフフッ ク電流 24 mA （定格）

RJ-11 FXS ポー ト終端インピーダンス  オプ
シ ョ ン

ATA 190-I1 が提供するマルチ インピーダンスに
は、 北米 SKU 用の 600 Ω、 欧州 SKU 用の 900 Ω、
オース ト ラ リ ア SKU 用の 220 Ω （820 Ω || 120nF）
などがあ り ます。

表 A-6 ソフ トウェア仕様 （すべてのプロ ト コル）

説明 仕様

コール プログレス  トーン 周期は 2 通り、 オン / オフ  パルスは 1 通り を設定可能

デュアル トーン多重周波数
（DTMF）

DTMF トーン検出および生成

Fax FAX パススルーおよび T.38 ファ ク ス  リ レー モード。

V34 ファ ク スはパススルー モードでサポート されます。
最大 33.6 kb/s の FAX 送信が成功するかど うかは、 ネッ ト
ワーク条件と、 その条件に対する  FAX モデム /FAX 機の許
容度によって決ま り ます。 ネッ ト ワークでのネッ ト ワーク  
ジッ タ、 ネッ ト ワーク遅延、 およびパケッ ト損失率は、 あ
る程度低くなければな り ません。
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  SIP 準拠に関する参照情報
SIP 準拠に関する参照情報
RFC 2543 で定義されている  SIP の IETTF 定義に関する  ATA 190 の準拠状況については、 次の 
URL を参照して ください。

http://www.ietf.org/rfc/rfc2543.txt 

回線エコー キャンセレーシ ョ ン • 各ポート のエコー キャンセラ

• エコー長 8 ミ リ秒

• 非線形エコー抑制 （周波数 300 ～ 2400 Hz の場合、
ERL > 28 dB）

• コンバージェンス時間 250 ミ リ秒

• ERLE = 10 ～ 20 dB

• ダブル トーク検出

アウ ト オブバンド  DTMF SIP の RFC 2833 AVT トーン

注 RFC 2833 と インバン ド  シグナ リ ングを同時に送信
する こ とはできません。

設定 （Configuration） • DHCP （RFC 2131）

• 組み込み Web サーバによる  Web 設定

• 基本ブート設定 （RFC 1350 TFTP プロファ イル）

• ダイヤル プラン設定

• Cisco Discovery Protocol

Quality of Service • サービス  ク ラス （CoS） ビ ッ ト  タギング （802.1P）

• タ イプ オブ サービス （ToS） ビ ッ ト  タギング

セキュ リ テ ィ TFTP コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの RC4 暗号化

音声コーダ / デコーダ
（コーデッ ク）

• G.729A、 G.729AB
• G.711A-law

• G.711μ-law

音声機能 • 音声アクテ ィ ビテ ィ検出 （VAD）

• コンフォー ト  ノ イズ生成 （CNG）

• ダイナ ミ ッ ク  ジッ タ  バッファ （適応型）

Voice-over-IP （VoIP） プロ ト コル SIP （RFC 3261）

表 A-6 ソフ トウェア仕様 （すべてのプロ ト コル） （続き）

説明 仕様
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音声メニュー コード

こ こでは、 自動音声応答 （IVR） の利用方法について説明し、 ク イ ッ ク  リ フ ァレンス と して  
ATA 190 の音声設定メニュー オプシ ョ ンの リ ス ト を記載します。

IVR へのアクセスと電話機の設定値の設定

注 • IP モードをスタテ ィ ッ ク  IP に設定した後、 ユーザはオン  フ ッ クにしてそれを有効にする
必要があ り ます。 その後、 IP アド レス、 サブネッ ト  マスク、 およびデフォル ト  ゲート ウェ
イを設定できます。

• スタテ ィ ッ ク  IP を設定するには、 ネッ ト ワーク  ケーブルを接続する必要があ り ます。

IVR にアクセスして電話機の設定値を設定するには、 次の手順を実行します。

注 Cisco Unified Communications Managerの [Device] ウ ィ ン ド ウで IVR パスワードを変更できます。

手順

ステップ 1 IVR にアクセスするには、 PHONE1/PHONE2に接続されている電話機をオフフッ クにします。

ステップ 2 電話機キーパッ ドで **** を押します。

IVR からパスワードの入力を求められます。

注 ATA 190 でパスワード と して入力できるのは、 数値のみです。 デフォル ト のパスワードは 
24726 です。

ステップ 3 数字キーパッ ドを押して  IVR パスワードを入力し、 その後に #を押します。

これで、 IVR のメ イン設定メニューに移動します。

ステップ 4 IVR の音声プロンプ ト に従います。 IVR のナビゲート操作については、 表 B-1 を参照して くだ
さい。

ステップ 5 メ イン設定メニューに戻るには、 * を押します。
B-1
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ステップ 6 IVR を終了するには、 コールを終了します。

表 B-1 に、 IVR の設定メニューの各種オプシ ョ ンについて説明します。

表 B-1 IVR の設定メニューのナビゲート

Action IVR コード ナビゲートに関する注意事項

IP アド レスの表示 110

IP アド レスの設定 111 スタテ ィ ッ ク  IP モードでのみ使用できます。

サブネッ ト  マスクの表示 120

サブネッ ト  マスクの設定 121 スタテ ィ ッ ク  IP モードでのみ使用できます。

デフォル ト  ゲート ウェ イの表示 130

デフォル ト  ゲート ウェ イの設定 131 スタテ ィ ッ ク  IP モードでのみ使用できます。

TFTP サーバ アド レスの表示 220

TFTP サーバ アド レスの設定 221

VLAN の表示 230

VLAN の設定 231 VLAN をディセーブルにするには、 VLAN 
ID を  4095 に設定します。

VLAN をイネーブルにするには、 VLAN ID 
を  1 ～ 4094 に設定します。

工場出荷時の状態への リ セッ ト 73738

インターネッ ト のアド レ ッシング
方式の確認

100 0、 デフォル ト  オプシ ョ ン （DHCP） で応答
します。

インターネッ ト のアド レス方式の
設定

101 DHCP ： 0、 スタテ ィ ッ ク  IP ： 1
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ATA 190 の国別のトーンおよびパターン

メカニズム
管理者は、 トーンおよびパターンを記述する  g3-tones.xml とい う名前の XML ファ イルを  Cisco 
Unified Communications Manager TFTP サーバのディ レ ク ト リ にアップロードできます。 ディ レ
ク ト リ名は、 実際に Australia などのロケール名です。

プロビジ ョ ニング中に、 デバイスはネッ ト ワーク  ロケール設定を認識し、 Cisco Unified CM 
TFTP サーバから  [locale name]/g3-tones.xml のダウンロードを試みます。 たとえば、 ネッ ト
ワーク  ロケールを  Australia に設定した場合、 パスは Australia/g3-tones.xml です。

トーン ファイルとデバイスの関連付け
この目的を達成するには、 次の 2 つの方法があ り ます。

1. Cisco Unified Communications Manager で、[System] > [Device Pool] に移動し、ネッ ト ワーク  
ロケール値を設定してロケール オプシ ョ ンを指定します。

2. Cisco Unified Communications Manager で、 [Device] > [Phone] に移動します。 デバイス  ウ ィ
ン ド ウで、 ネッ ト ワーク  ロケールの値を設定します。 方法 1 に設定された値がこの値で上
書き されます。

注 方法 2 では、 選択肢が [none] と  [United States] の 2 つしかないため、 [Device] > [Phone] のネッ
ト ワーク  ロケールは、 現在設定できません。 Cisco Unified Communications Manager では、 この
メニューから米国以外の国を選択できないとい う既知の問題があ り ます。 方法 2 のプラ イオ リ
テ ィは方法 1 よ り も高く な り ます。

トーン設定に関する注意事項
• ATA 190 の Line1 ネッ ト ワーク  ロケール設定のみが適用されます。 つま り、 Cisco Unified 

Communications Manager の Web ページで設定されている  line2 ネッ ト ワーク  ロケールの値
が line1 の値と異なる場合でも、 line2 ネッ ト ワーク  ロケールで line1 オプシ ョ ンが常に適用
されます。

• 次の トーンのみを設定できます。

– リ ングバッ ク  トーン

– リ オーダー音
C-1
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– ダイヤル トーン

– 外部ダイヤル トーン

– 話中音

– コール ウェイテ ィ ング  トーン

トーン プロファ イルに表示される任意の トーン仕様がサポート されていないか、 またはその仕様
に無効なデータ  フ ィールドがある （ トーンがサポート されていても） 場合には、 無視されます。

– 例 ： トーン  プロファ イルには、 有効な リオーダー音仕様、 無効な話中音仕様 （無効な
データ  フ ィールドがある）、 録音 トーン仕様 （サポート されていない） が含まれてお
り、 リ オーダー音仕様のみが適用されます。

• トーンおよびパターンを記述する  XML の名前は現在、 g3-tones.xml のみにするこ とができま
す （異なる名前の他のファイルを試行するために新しい実装を追加するこ とができます）。

• 各トーンは、 最大 4 つの c/i ペア （周波数とゲインについて） と  4 つのパルス  セグ メ ン ト
（それぞれ、 オン /オフのペアです） を指定できます。 追加のデータは破棄されます。
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ト ラブルシューティングと メンテナンス

この章では、ATA 190 または IP テレフォニー ネッ ト ワークの問題を ト ラブルシューテ ィ ングす
る際に役立つ情報を提供します。 また、 電話機のク リーニング方法と メ ンテナンス方法につい
ても説明します。

起動時の問題の特定
「ATA 190 の設置」 セクシ ョ ン （3-3 ページ） の手順に従って ATA 190 をネッ ト ワークに設置
し、 Cisco Unified Communications Manager に追加する と、 電話機が起動します。 電話機が正し
く起動しない場合は、 次の項の ト ラブルシューテ ィ ング情報を参照して ください。

• 症状 ： ATA 190 が通常の起動プロセスを実行しない （D-1 ページ）

• 症状 ： ATA 190 が Cisco Unified Communications Manager に登録されない （D-2 ページ）

• 症状 ： ATA 190 が IP アド レスを取得できない （D-4 ページ）

症状 ： ATA 190 が通常の起動プロセスを実行しない

電話機をネッ ト ワーク  ポート に接続する と、 電話機は 「ATA 190 の起動プロセスの確認」 セク
シ ョ ン （3-3 ページ） で説明されている通常の起動プロセスを実行します。 電話機が起動プロ
セスを実行しない場合、 ケーブル不良、 不正な接続、 ネッ ト ワークの停止、 電力の不足などの
原因が考えられます。 または、 電話機が動作していない可能性もあ り ます。

電話機が動作しているかど うかを確認するには、 次の手順で、 考えられるその他の問題を体系
的に排除します。

1. ネッ ト ワーク  ポート が動作している こ と を確認します。

– イーサネッ ト  ケーブルを、 動作する こ とがわかっているケーブルと交換します。

– 動作している電話機を別のポート から取り外してこのネッ ト ワーク  ポート に接続し、
このポート がアクテ ィブである こ と を確認します。

– 起動しない電話機を、 正常である こ とがわかっている別のネッ ト ワーク  ポート に接続
します。

– 起動しない電話機をスイ ッチのポート に直接接続して、 オフ ィ ス内のパッチ パネル接
続を省きます。

2. 電話機に電力が供給されている こ と を確認します。

– 外部電源を使用している場合は、 電気のコンセン ト が機能している こ と を確認します。

– 外部電源を使用している場合は、 動作するこ とがわかっているユニッ トに切り替えます。
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3. これらを試しても、 電話機が正常に起動しない場合は、 電話機を工場出荷時の状態に リ
セッ ト します。

症状 ： ATA 190 が Cisco Unified Communications Manager に登録されない

電話機が起動プロセスの第 1 段階を完了して LED ボタンが点滅しても、引き続き メ ッセージが
繰り返し表示される場合、 電話機は正常に起動していません。 電話機は、 イーサネッ ト  ネッ ト
ワークに接続され、 Cisco Unified Communications Manager サーバに登録されていない限り、 正
常に起動できません。

次の項は、 電話機が正常に起動できない原因を判別する際に役立ちます。

• Cisco Unified Communications Manager での電話機の登録 （D-4 ページ）

• ネッ ト ワーク接続の確認 （D-2 ページ）

• TFTP サーバの設定の確認 （D-2 ページ）

• DNS 設定の確認 （D-2 ページ）

• Cisco Unified Communications Manager の設定の確認 （D-3 ページ）

• Cisco Unified Communications Manager および TFTP サービスの未作動 （D-3 ページ）

• 設定テンプレート の新規作成 （D-3 ページ）

• Cisco Unified Communications Manager での電話機の登録 （D-4 ページ）

ネッ トワーク接続の確認

電話機と、 TFTP サーバまたは Cisco Unified Communications Manager の間のネッ ト ワークがダ
ウンしている場合は、 電話機が正し く起動できません。 現在、 ネッ ト ワークが作動している こ
と を確認して ください。

TFTP サーバの設定の確認

ATA 190 で使用している  TFTP サーバの IP アドレスを判別するには、 http://x.x.x.x と入力します
（x.x.x.x は ATA 190 の IP アドレス）。

電話機にスタティ ッ ク  IP アドレスを割り当てている場合は、手動で [TFTP Server 1] オプシ ョ ンに
設定値を入力します。 「IVR へのアクセス と電話機の設定値の設定」 セクシ ョ ン （B-1 ページ） を
参照して ください。

DHCP を使用している場合は、電話機は TFTP サーバのアドレスを  DHCP サーバから取得します。
オプシ ョ ン 150 またはオプシ ョ ン 66 で設定した IP アドレスを確認します。

また、 電話機が代替 TFTP サーバを使用できるよ うに設定する こ と もできます。 このよ う な設
定は、 電話機の場所を最近移動した場合などに非常に役立ちます。 手順については、 「IVR へ
のアクセス と電話機の設定値の設定」 セクシ ョ ン （B-1 ページ） を参照して ください。

DNS 設定の確認

TFTP サーバまたは Cisco Unified Communications Manager への参照に DNS を使用する場合は、
DNS サーバを指定している こ と を確認します。 この設定を確認するには、 http://x.x.x.x と入力
します （x.x.x.x は ATA 190 の IP アド レス）。 また、 DNS サーバに、 TFTP サーバと  
Cisco Unified Communications Manager システムのエン ト リ が存在する こ と を確認します。

さ らに、 DNS が リバース検索を行う よ うに設定されている こ と を確認します。
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Cisco Unified Communications Manager の設定の確認

http://x.x.x.x と入力して （x.x.x.x は ATA 190 の IP アド レス）、 アクテ ィブな  Cisco Unified 
Communications Manager の設定を調べます。

Cisco Unified Communications Manager および TFTP サービスの未作動 

Cisco Unified Communications Manager または TFTP サービスが作動していない場合は、 電話機
が正常に起動できないこ とがあ り ます。 このよ う な状況では、 システム全体にわたる障害が発
生しており、 他の電話機やデバイスも正し く起動できない可能性があ り ます。

Cisco Unified Communications Manager サービスが作動していない場合は、 コールを確立するた
めにこのサービスに依存しているネッ ト ワーク上のすべてのデバイスが影響を受けます。
TFTP サービスが作動していない場合は、 多数のデバイスが正常に起動できません。

サービスを開始するには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、[Navigation] ド ロ ップダウン リ ス ト から  
[Cisco Unified Serviceability] を選択します。

ステップ 2 [Tools] > [Control Center - Network Services] を選択します。

ステップ 3 [Server] ド ロ ップダウン リ ス ト から、 プラ イマ リの Cisco Unified Communications Manager サー
バを選択します。

ウ ィ ン ド ウに、 選択したサーバのサービス名、 サービスのステータス、 およびサービスを停止
または開始するためのサービス  コン ト ロール パネルが表示されます。

ステップ 4 サービスが停止している場合は、 そのオプシ ョ ン  ボタンをク リ ッ ク し、 [Start] ボタンをク リ ッ
ク します。

[Service Status] 記号が四角形から矢印に変わり ます。

注 サービスを開始または停止するには、 事前にサービスをアクテ ィブにする必要があ り ます。
サービスを開始するには、 [Tools] > [Service Activation] を選択します。

設定テンプレートの新規作成

この章に記載された他の解決策を試みても解決しない問題が特定の電話機で存続する場合は、
設定ファ イルが破損している可能性があ り ます。

新しい設定ファ イルを作成するには、 次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager から  [Device] > [Phone] > [Find] を選択して、 問題が発生
している電話機を特定します。

ステップ 2 [Delete] を選択して、 電話機を  Cisco Unified Communications Manager データベースから削除し
ます。
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ステップ 3 電話機を  Cisco Unified Communications Manager データベースに追加し直します。 詳細について
は、 「ATA 190 への電話機の取り付け」 セクシ ョ ン （3-3 ページ） を参照して ください。

ステップ 4 電話機の電源をオフ /オンにします。

注 Cisco Unified Communications Manager データベースから電話機を削除する と、 その設定ファ イ
ルが Cisco Unified Communications Manager TFTP サーバから削除されます。 電話機の電話番号
（1 つまたは複数） は、 Cisco Unified Communications Manager データベースに残り ます。 これら
は 「未定義の DN」 と呼ばれ、 他のデバイスでこれらを使用できます。 未定義の DN を他のデ
バイスで使用しない場合は、 それらを  Cisco Unified Communications Manager データベースから
削除します。 ルート  プラン  レポート を使用する と、 未定義の DN を表示および削除できます。
詳細については、 『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』 を参照して くだ
さい。

注 電話ボタン  テンプレー ト のボタンを変更した り、 異なる電話ボタン  テンプレー ト を電話機に
割り当てた りする と、 電話機から電話番号にアクセスできな くなる こ とがあ り ます。
Cisco Unified Communications Manager データベースでは、 引き続き電話番号が電話機に割り当
てられていますが、 コールに応答するためのボタンが電話機にないためです。 これらの電話番
号は、 電話機から消去し、 必要に応じて削除して ください。

Cisco Unified Communications Manager での電話機の登録

電話機がサーバにすでに追加されているか、 自動登録が有効になっている場合にのみ、 電話機
を  Cisco Unified Communications Manager サーバに登録できます。 「ATA 190 への電話機の取り
付け」 セクシ ョ ン （3-3 ページ） の情報と手順を見直して、 電話機が 
Cisco Unified Communications Manager データベースに追加されたこ と を確認します。

電話機が Cisco Unified Communications Manager データベースに含まれている こ と を確認するに
は、 Cisco Unified Communications Manager の管理ページから  [Device] > [Phone] > [Find] を選択
して、 その MAC アド レスに基づいて電話機を検索します。 MAC アド レスを特定する方法につ
いては、 「ATA 190 の MAC アド レスの判別」 セクシ ョ ン （2-6 ページ） を参照して ください。

電話機がすでに Cisco Unified Communications Manager データベースに登録されている場合は、
その設定ファ イルが損傷している可能性があ り ます。 サポート については、 「Cisco Unified 
Communications Manager へのユーザの追加」 セクシ ョ ン （4-7 ページ） を参照して ください。

症状 ： ATA 190 が IP アドレスを取得できない

電話機が起動時に IP アド レスを取得できない場合は、 その電話機が DHCP サーバと同じネッ
ト ワークまたは VLAN 上に存在しないか、 または電話機が接続されている先のスイ ッチ ポー
ト が無効になっている可能性があ り ます。

電話機が接続されている先のネッ ト ワークまたは VLAN が DHCP サーバにアクセスできる こ
と、 およびスイ ッチ ポート が有効になっている こ と を確認します。
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予期しない ATA 190 のリセッ ト
電話機が通話中やデスク上でアイ ドル状態のと きに リ セッ ト される とい う報告をユーザから受
けた場合は、 その原因を調査します。 ネッ ト ワーク接続と  Cisco Unified Communications 
Manager の接続が安定している場合は、 ATA 190 が単独で リ セッ ト される こ とはあ り ません。

通常は、 イーサネッ ト  ネッ ト ワークまたは Cisco Unified Communications Manager への接続に
問題がある場合に電話機が リ セッ ト されます。 次の項では、 ネッ ト ワークで電話機が リ セッ ト
される原因を特定するのに役立ちます。

• 物理的な接続の確認 （D-5 ページ）

• 断続的なネッ ト ワークの停止の特定 （D-5 ページ）

• DHCP 設定の確認 （D-5 ページ）

• 静的 IP アド レスの設定の確認 （D-6 ページ）

• 音声 VLAN 設定の確認 （D-6 ページ）

• DNS エラーまたは他の接続エラーの排除 （D-6 ページ）

物理的な接続の確認

ATA 190 の接続先であるイーサネッ ト接続が作動している こ と を確認します。 たとえば、 電話
機が接続されている先の特定のポート またはスイ ッチがダウンしていないか、 またスイ ッチが
再起動中でないかど うかを確認します。 また、 ケーブルの切断がないこ とを確認します。

断続的なネッ トワークの停止の特定

断続的なネッ ト ワークの停止は、 データ  ト ラフ ィ ッ ク と音声 ト ラフ ィ ッ クにそれぞれ異なる影
響を与えます。 ネッ ト ワークで断続的な停止が、 検出されずに発生している可能性があ り ま
す。 この場合、 データ  ト ラフ ィ ッ クでは喪失パケッ ト を再送信し、 パケッ ト が受信および送信
されたこ とを確認できます。 ただし、 音声ト ラフ ィ ッ クでは、 喪失パケッ ト を取り戻すこ とは
できません。 電話機は、 失われたネッ ト ワーク接続を再送信するのではな く、 リ セッ ト して
ネッ ト ワークへの再接続を試みます。

音声ネッ ト ワークで問題が発生している場合は、 既存の問題が単に表面化しただけであるかど
うかを調べます。

DHCP 設定の確認

電話機が DHCP を使用するよ うに正し く設定されているかど うかを確認するには、 次のプロセ
スに従って ください。

手順

ステップ 1 電話機が DHCP を使用するよ うに正し く設定されている こ と を確認します。 詳細については、
「起動ネッ ト ワークの設定」 セクシ ョ ン （3-4 ページ） を参照して ください。

ステップ 2 DHCP サーバが正し く設定されている こ と を確認します。

ステップ 3 DHCP リース期間を確認します。 シスコでは、 この値を  8 日に設定する こ とを推奨しています。
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ATA 190 は DHCP 要求メ ッセージを送信して、 リース時間の半分で IP アド レスを更新します。
サーバから応答が得られない場合、ATA 190 は DHCP 検出プロセスを開始して新しい IP アド レ
スを取得します。

静的 IP アドレスの設定の確認

電話機に静的 IP アド レスが割り当てられている場合は、 正しい設定値が入力されている こ と を
確認します。 詳細については、 「電話機設定ファ イルの概要」 セクシ ョ ン （2-3 ページ） を参照
して ください。

音声 VLAN 設定の確認

ネッ ト ワーク使用量が多いと き （たとえば、 電話機と同じスイ ッチに接続されているコン
ピュータ上で過度の Web サーフ ィ ンを行った後） に ATA 190 が リ セッ ト されるよ うに見える場
合は、 ボイス  VLAN が設定されていない可能性があ り ます。

電話機を個別の補助 VLAN に分離する こ とで、 音声ト ラフ ィ ッ クの品質が向上します。

DNS エラーまたは他の接続エラーの排除

まだ電話機が リ セッ ト を繰り返す場合は、 次の手順で、 DNS エラーまたは他の接続エラーを排
除します。

手順

ステップ 1 IVR を使用して、 電話機の設定をデフォル ト値に リ セッ ト します。 詳細については、 「IVR へ
のアクセス と電話機の設定値の設定」 セクシ ョ ン （B-1 ページ） を参照して ください。

ステップ 2 次の操作を実行して、 DHCP および IP の設定を変更します。

a. DHCP を無効にします。

b. 電話機にスタテ ィ ッ ク  IP 値を割り当てます。 手順については、 「電話機設定ファ イルの概
要」 セクシ ョ ン （2-3 ページ） を参照して ください。 正常に機能している他の ATA 190 で使
用しているデフォル ト  ルータ設定と同じ設定を使用します。

c. TFTP サーバを割り当てます。機能している他の ATA 190 で使用している  TFTP サーバ設定
と同じ設定を使用します。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager サーバで、正しい IP アド レスにマッピングされている正
しい Cisco Unified Communications Manager サーバ名がローカル ホス ト  ファ イルに指定されて
いる こ と を確認します。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager から、 [System] > [Server] を選択し、 サーバが DNS 名で
はな く  IP アド レスで参照されている こ と を確認します。

ステップ 5 Cisco Unified Communications Manager から  [Device] > [Phone] を選択し、この ATA 190 に正しい 
MAC アド レスが割り当てられている こ と を確認します。 MAC アド レスを特定する方法につい
ては、 「ATA 190 の MAC アド レスの判別」 セクシ ョ ン （2-6 ページ） を参照して ください。

ステップ 6 電話機の電源をオフ /オンにします。
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ATA 190 セキュリティのト ラブルシューティング
表 D-1 は、 ATA 190 のセキュ リ ティ機能に関する ト ラブルシューティング情報を示しています。
これらの問題の任意の解決方法、 およびセキュ リ テ ィに関する ト ラブルシューテ ィ ングの詳細
情報については、 『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』 を参照して ください。

一般的なト ラブルシューティングのヒン ト
表 D-2 は、 ATA 190 の一般的な ト ラブルシューテ ィ ング情報を示しています。

表 D-1 ATA 190 セキュリテ ィのト ラブルシューティ ング

問題 考えられる原因

CTL ファイルの問題

デバイスの認証エラー。 CTL ファ イルに Cisco Unified Communications 
Manager の証明書がないか、 証明書が不正です。

電話機が CTL ファ イルを認証できない。 電話機の CTL ファ イル内に、 更新された CTL 
ファ イルに署名したセキュ リ テ ィ  トークンがあ
り ません。

電話機が CTL ファ イル以外の設定ファ イル
を認証できない。

設定ファ イルに、 電話機の信頼リ ス ト内の対応
する証明書による署名が付いていない可能性が
あ り ます。

電話機が Cisco Unified Communications 
Manager に登録されない。

CTL ファ イルに Cisco Unified Communications 
Manager サーバ用の正しい情報が含まれていま
せん。

電話機が、 署名付き設定ファ イルを要求し
ない。

CTL ファ イルに証明書付きの TFTP エン ト リが
含まれていません。

表 D-2 ATA 190 のト ラブルシューティ ング

概要 説明

G.729 プロ ト コルを使用して
携帯電話にコールした場合の
音声品質が悪い。

Cisco Unified Communications Manager では、 G.729 プロ ト コ
ルを使用するよ うにネッ ト ワークを設定できます （デフォル
トは G.711）。 G.729 を使用する と、 電話機と携帯電話の間の
コールの音声品質が悪くな り ます。 G.729 は、 必要不可欠な
場合だけ使用して ください。

長時間のブロードキャス ト  ス
トームが原因で、 電話機が リ
セッ ト した り、 コールの発信
や応答ができな くなる こ とが
ある

ボイス  LAN 上の長時間 （数分間） にわたるレイヤ 2 ブロード
キャス ト  ス トームが原因で、 電話機が リ セッ ト された り、 ア
クテ ィブなコールが失われた り、 コールの発信や応答ができ
な くなる こ とがあ り ます。 ブロードキャス ト  ス トームが終了
するまで、 電話機が起動しないこ とがあ り ます。

Dual Tone MultiFrequency
（DTMF; デュアル トーン多重
周波数） 遅延

キーパッ ド入力が必要なコールの最中に、 キーを押す速度が
速すぎる と、 その一部が認識されないこ とがあ り ます。
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ト ラブルシューティングの詳細情報の入手先
ATA 190 の ト ラブルシューティ ングに関してこの他に不明な点がある場合は、Cisco.com のいく
つかの Web サイ ト でさ らにヒ ン ト を得る こ とができます。 アクセス  レベルに対応するサイ ト
から選択して ください。

• ATA 190 の ト ラブルシューティ ング参照資料 ：

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/ata-190-series-analog-telephone-a
dapters/tsd-products-support-series-home.html

• シスコの製品およびサービス （技術サポートおよびマニュアル） ： 
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html

電話機と他のデバイスのコー
デッ クの不一致

RxType 統計および TxType 統計には、 ATA 190 と相手側デバ
イスの間の通話で使われるコーデッ クが示されます。 これら
の値は、 一致している必要があ り ます。 コーデッ クが一致し
ない場合、 相手側のデバイスがコーデッ ク会話を処理できる
かど うか、 または ト ランスコーダがサービスを処理するよ う
に設置されているかど うかを確認します。

電話機と別のデバイスの音声
サンプルの不一致

RxSize 統計および TxSize 統計には、この ATA 190 と相手側デ
バイス り間の通話で使用される音声パケッ ト のサイズが示さ
れます。 これらの統計情報の値は、 一致している必要があ り
ます。

音声コールでのギャ ップ AvgJtr 統計情報と  MaxJtr 統計情報を確認します。 これらの統
計に大きな差がある場合は、 ネッ ト ワークのジッ ターに問題
があるか、 または周期的にネッ ト ワーク  アクテ ィ ビテ ィが高
くなっている可能性があ り ます。

片通話 少な く と も  1 人の通話者がオーディオを受信できない場合、
電話機間の IP 接続が確立されていません。 ルータ と スイ ッチ
の設定をチェ ッ ク し、 IP 接続が正し く設定されている こ と を
確認します。

コールを確立できない DHCP IP アド レスが割り当てられていない電話機は、 Cisco 
Unified Communications Manager に登録できません。

次の点を確認します。

1. イーサネッ ト  ケーブルが接続されている。

2. Cisco CallManager サービスが Cisco Unified 
Communications Manager サーバで作動している。

3. 両方の電話機が同じ  Cisco Unified Communications 
Manager に登録されている。

表 D-2 ATA 190 のト ラブルシューティ ング （続き）

概要 説明
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ATA 190 を清掃する際には、 乾いた柔らかい布で表面を拭きます。 液体や粉末をデバイスに直
接付けないでください。 すべての非耐候性の電子機器と同様に、 液体や粉末はコンポーネン ト
を損傷し、 障害を引き起こすこ とがあ り ます。

syslog による ト ラブルシューティング
バージ ョ ン  1.2.1 以前の ATA 190 は、 音声 syslog パッケージしかネッ ト ワークに送信できませ
んでした。 syslog をキャプチャするために、 お客様は Wireshark ツールまたは Syslog ツールを
使用する必要があ り ました。

バージ ョ ン  1.2.1 から、 Syslog-ng デーモンまたは Syslog ツールが導入されています。 syslog-ng 
を使用する と、 ユーザはシステム  ログ と音声ログの両方をキャプチャできます。 syslog-ng は、
ログをローカル ファ イルまたは リモー ト  syslog サーバに送信できます。

ローカル ログ  ファ イルは、 Web ページからダウンロードできます。 このファ イルによ り、 お
客様サイ ト での ト ラブルシューテ ィ ングが簡単にな り ます。

デバッグ オプション

[Voice] > [System] ページ

Debug Level

0、 1、 2、 3、 3+Router、 3+Coma、 1+Coma の 7 つのレベルがあ り ます。

一般的に使用されるモードは、 3、 3+coma の 2 つです。 デフォル ト値は 3 です。

• 3 ： 音声ログのみを出力します。

• 3+coma ： 音声ログと  DSP ログの両方を出力します。

syslog 出力方法

syslog 出力モードを設定します。

• [Direct] ： syslog をネッ ト ワークに直接出力します。 この方法は以前と同様に機能し、 パ
フォーマンスへの影響はあ り ません。

• [Syslog-ng daemon] ： syslog をボッ ク スで実行する  syslog-ng デーモンに出力します。

[Voice] > [Provisioning] ページ

Debug Level

Cisco Unified Communications Manager 関連のログ出力を制御します。

• [none] ： ログは出力されません。

• [info] ： ネッ ト ワークの準備が整った後にログ出力します。

• [boot info] ： ネッ ト ワークの準備が整う前に、 ログをコンソールまたは syslog-ng デーモン
に出力します。 ネッ ト ワークの準備が整った後は、 ログをネッ ト ワークまたは syslog-ng 
デーモンに出力します。
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[Administration] > [Log] > [Log Module] ページ

• [Status Enable/Disable] ： syslog-ng デーモンをイネーブル/ディセーブルにします。

• [Log Enable] ： syslog 出力をイネーブル/ディセーブルにします。

• サービス

– [kernel] ： カーネル syslog。

– [system] ： カーネルを除くその他すべての syslog。

• [Priority] ： 高いプラ イオ リ テ ィから低いプラ イオ リ テ ィの順に、 Emerg、 Alert、 Critical、
Error、 Warning、 Notice、 Info、 Debug です。

• [Local] ： ログをローカル ファ イルに出力します。

• [Syslog Server] ： ログを リモー ト  syslog サーバに出力します。

[Administration] > [Log] > [Log Setting] ページ

• [Local] > [Log Size] ： ローカルのログ  バッファ  サイズを設定します。

• [Syslog Server] ： IP アド レス、 ポー ト を設定します。 新しい IP アド レスを設定したと きに、
ATA 190 を リブー ト して  IP アド レスを有効にします。

[Administration] > [Log] > [Log Viewer] ページ

• [Download Log] ： ボッ ク スから ログをダウンロード します。

• [Clear Log] ： ボッ ク スのログをク リ アします。

• [Display] ： 表示する メ ッセージのタイプを選択します。 選択後、 メ ッセージがこのビュー
に表示されます。

• [Filter] ： 表示された メ ッセージのフ ィルタを設定します。

プラクティス

音声 syslog をネッ トワークに直接出力する

1. [Administration] > [Log] > [Log Setting] ページで syslog サーバを設定します。

2. [Voice] > [Provisioning] > [Debug Level] を  [boot info] を設定します。

3. 必要に応じて [Voice] > [System] > [Debug Level] を設定します。

4. [Voice] > [System] > [Syslog Output Method] を  [Direct] に設定します。

Web ページから音声 syslog をキャプチャする

1. [Administration] > [Log] > [Log Module] ページに移動します。

システムのプラ イオ リ テ ィ を  [Debug] に設定します。 [Local] を有効にします。

2. [Administration] > [Log] > [Log Setting] ページでローカルのログ  サイズを設定します。

3. [Voice] > [Provisioning] > [Debug Level] を  [boot info] を設定します。

4. 必要に応じて [Voice] > [System] > [Debug Level] を設定します。

5. [Voice] > [System] > [Syslog Output Method] を  [Syslog-ng Daemon] に設定します。

6. [Administration] > [Log] > [Log Viewer] ページでログをダウンロード します。
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G L O S S A R Y
数値

10BaseT 2 ペアのツイス トペア  ケーブル （カテゴ リ  3、 4、 または 5） を使用する  10 Mbps ベースバンド  
イーサネッ ト仕様。 ペアの 1 つをデータ送信に、 も う  1 つをデータ受信に使用します。
10BASET は IEEE 802.3 の仕様に含まれており、 100 m （約 328 フ ィー ト ） / セグ メ ン ト とい う
距離制限があ り ます。

A

A-law PCM システムのアナログ / デジタル信号間の変換に使われる  ITU-T コンパンディ ング標準。
主にヨーロ ッパの電話通信ネッ ト ワークで使用されている  A-law は、北米の μ-law 標準と同様
です。 「コンパンディ ング」 および 「μ-law」 も参照して ください。

AVT トーン RFC 2833 で定義されているアウ ト オブバンド  シグナ リ ング。

C

CED トーン検出 着信側ステーシ ョ ン ID。 コールに応答する  FAX 機が生成する  3 秒間の 2100 Hz トーン。 コール
を設定するためのハンドシェイ クで使用されます。 着信側 FAX 機から  CNG トーンへの応答。

CELP Code-Excited Linear Prediction （符号励振線形予測） 圧縮。 低ビッ ト レー ト音声符号化で使用
される圧縮アルゴ リ ズム。 ITU-T 勧告 G.728、 G.729、 G.723.1 で使用されています。

CLIP Calling Line Identification Presentation 発信者 ID を使って通話者に対して  ID を表示します。

CLIR Calling Line Identification Restriction （発信側回線 ID 表示禁止）。 発信者 ID を使って通話者に
対して ID を表示しません。

CNG Comfort Noise Generation （コンフォー ト  ノ イズ生成）

CoS Class of Service （サービス  ク ラス） 上位層プロ ト コルが下位層プロ ト コルに対して、 メ ッセー
ジを処理するよ うに要求する方法の指定です。 SNA サブエ リ ア  ルーティ ングでは、 サブエ リ
ア  ノードが最適ルート を決定してセッシ ョ ンを構築する際に、 CoS の定義が使用される。
CoS 定義は、 仮想ルート番号と送信優先順位フ ィールドから構成されます。

D

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol （ダイナ ミ ッ ク  ホス ト  コンフ ィギュレーシ ョ ン  プロ ト コ
ル）。 IP アド レスをダイナ ミ ッ クに割り当てる メ カニズムを提供し、 ホス ト がアド レスを必
要と しな くなった場合にそのアド レスを再利用できるよ うにします。
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用語集
DNS Domain Name System （ド メ イン  ネーム  システム）。 ネッ ト ワーク  ノードの名前をアド レスに
変換する、 インターネッ ト で使用されるシステム。

DSP Digital Signal Processor （デジタル信号プロセッサ）。 DSP は音声信号を複数のフレームに分
割してボイス  パケッ ト に格納します。

DTMF Dual Tone MultiFrequency （デュアル トーン多重周波数）。 電話機のボタンが押されたと きに
生成される トーン。 主に米国

E

E.164[E.164] 国際公衆電気通信番号計画。 ITU-T によって規定された、 電話番号を対象とする標準。

F

FoIP Fax over IP

FQDN Fully Qualified Domain （完全修飾ド メ イン）。 たとえば 「mydomain.com」、
「company.mydomain.com」 とい う形式。

FSK Frequency shift key （周波数偏移変調）。

FXO Foreign Exchange Office。 FXO インターフェイスは、 標準的な電話機に備わっている、 公衆
交換電話網 （PSTN） 中央局に接続するインターフェイスです。 シスコの FXO インターフェ
イスは RJ-11 コネク タであ り、 PSTN 中央局でのアナログ接続や、 PBX のステーシ ョ ン  イン
ターフェイスへのアナログ接続に使用できます。

FXS Foreign Exchange Station。 FXS インターフェイスは標準的な電話機に直接接続して、 リ ング、
電圧、 ダイヤル トーンを提供します。 シスコの FXS インターフェイスは RJ-11 コネク タであ
り、 基本的な電話サービス機器、 キーセッ ト 、 および PBX に接続できます。

G

G.711 64 Kbps PCM 音声符号化技術に関する規格です。 G.711 では、 符号化された音声が、 既に 
PSTN 上または PBX 経由でのデジタル音声配信に適切な形式になっています。 ITU-T 標準の 
G シ リーズ勧告で規定されています。

G.723.1 H.324 標準ファ ミ リ の一部と して、 超低ビッ ト  レー ト でスピーチまたは音声信号コンポーネ
ン ト を圧縮するために使用できる圧縮技術を記述しています。 このコーデッ クには、 5.3 
kbps と  6.3 kbps の 2 つのビッ ト  レー ト が関連付けられています。 高い方のビッ ト  レー トは、
ML-MLQ テク ノ ロジーに基づいており、 若干高めのサウン ド品質を提供します。 低い方の
ビッ ト  レー トは CELP に基づいており、 システム設計者はよ り柔軟にこれを処理できます。
ITU-T 標準の G シ リーズ勧告で規定されています。
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G.729A 音声を  8 Kbps ス ト リームに符号化する  CELP 圧縮に関する規格です。 この規格には、 主に計
算の複雑度の点で異なる  2 つのバリエーシ ョ ン （G.729 および G.729 Annex A） があ り ます。
どちら も  32 Kbps ADPCM と同様の通話品質を提供します。 ITU-T 標準の G シ リーズ勧告で
規定されています。

gateway ゲート ウェ イを使用してプロ ト コルを変換する こ とで、 SIP または H.323 端末は、 他のプロ
ト コルを使用するよ う設定された端末と通信できます。 回線交換コールは、 ゲー ト ウェ イで
符号化されて  IP パケッ ト に再パッケージ化されます。

H

H.323 H.323 は、 標準化された通信プロ ト コルを使用して、 異種の通信デバイスを相互に通信可能
にするための標準です。 H.323 は、 CODEC の共通セッ ト 、 コール セッ ト アップとネゴシ
エーシ ョ ンの手順、 および基本的なデータ転送方法を定義しています。

I

ICMP インターネッ ト制御メ ッセージ  プロ ト コル （ICMP）

IP インターネッ ト  プロ ト コル。 TCP/IP スタ ッ クにおいてコネクシ ョ ンレス型のネッ ト ワーク
間サービスを提供するネッ ト ワーク層プロ ト コル。 IP では、 アド レ ッシング、 タ イプ オブ 
サービス指定、 フラグ メ ンテーシ ョ ン と再編成、 セキュ リ テ ィなどの機能が提供されます。
RFC 791 に定義されています。

IVRivr Interactive voice response （音声自動応答装置）。 電話回線で、 話し言葉あるいはよ り一般的な  
DTML シグナ リ ングとい う形でのユーザー入力に対し、 録音メ ッセージとい う形で情報を提
供するシステムを表す用語。

L

LDAP Lightweight Directory Access Protocol。

LEC Local Exchange Carrier （地域通信事業者）

M

MWI Message Waiting Indication （ メ ッセージ待機インジケータ）

µ-law PCM システムでアナログ / デジタル信号間の変換に使用される、 北米コンパンディ ング標
準。 ヨーロ ッパの a-law と同様です。 「a-law」 および 「コンパンディ ング」 も参照して くだ
さい。
GL-3
Cisco ATA 190 Analog Telephone Adapter （SIP 用） アド ミニス ト レーシ ョ ン  ガイ ド  バージ ョ ン  1.1

OL-31821-02-J



 

用語集
N

NAT Network Address Translation （ネッ ト ワーク  アド レス変換）。 グローバルに固有な  IP アド レス
を使用する必要性を減らすメカニズムです。 NAT を使用する こ と、 グローバルな一意性を持
たないアド レスを使用している組織は、 それらのアド レスからグローバル ルーテ ィ ング可能
なアド レス空間に変換してインターネッ ト に接続できます。 ネッ ト ワーク  アド レス  ト ラン
スレータ と も呼ばれています。

NSE パケッ ト リ アルタ イム転送プロ ト コル （RTP） のディジッ ト  イベン トは、 RFC 2833、 セクシ ョ ン  
3.0 で指定された NSE （Named Signaling Event） 形式を使用して符号化されます。

NAT サーバ Network Address Translation （ネッ ト ワーク  アド レス変換）。 ローカルエ リ ア  ネッ ト ワーク
（LAN） で内部 ト ラフ ィ ッ ク と外部 ト ラフ ィ ッ クにそれぞれ異なる  IP アド レスのセッ ト を使
用できるよ うにするためのインターネッ ト標準。

NTP Network Time Protocol （ネッ ト ワーク  タ イム  プロ ト コル）。 インターネッ ト に配置されたラ
ジオ ク ロ ッ クおよびア ト ミ ッ ク  ク ロ ッ クを参照する こ とによって正確な現地時間を維持す
る、 TCP ベースのプロ ト コル。 このプロ ト コルでは、 分散されたク ロ ッ クを長期にわた り ミ
リ秒以内のレベルで同期させる こ とができます。

P

POTS Plain Old Telephone Service （一般電話サービス）。 単一回線電話、 電話回線、 および PSTN へ
のアクセスを提供する基本的な電話サービス。

Proxy Server 他のク ライアン トの要求を代行するために、 ク ライアン ト兼サーバと して機能する中間プログ
ラム。 要求は内部で対処されたり、 （しばしば変換された後に） 他のサービスに渡されたり し
ます。 プロキシは、 要求メ ッセージを解釈し、 必要に応じて書き換えてから転送します。

PSTN Public Switched Phone Network （公衆交換電話網）。

Q

QoS Quality of Service。 特定のネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クに優れたネッ ト ワーク  サービスを提供す
る能力を指す用語。 よ り優れた機能を提供するために、 フレーム  リ レー、 非同期転送モード
（ATM）、 イーサネッ ト などのさまざまなテク ノ ロジーや、 これらのテク ノ ロジーを基盤と した 
802.1 ネッ ト ワーク、 SONET、 IP ルーティング ネッ ト ワークなどを活用します。 QoS の主要な
目的は、 専用の帯域幅の確保、 ジッ タおよび遅延の制御 （ある種のリ アルタイム  ト ラフ ィ ッ
クや対話型ト ラフ ィ ッ クで必要）、 および損失特性の改善などを優先的に処理するこ とです。
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R

RTP Real-Time Transport Protocol （ リ アルタイム転送プロ ト コル）。 IPv6 プロ ト コルのうちの 1 つ。
RTP は、 音声、 ビデオ、 シ ミ ュレーシ ョ ン  データなどのリ アルタイム データをマルチキャス
ト またはユニキャス トのネッ ト ワーク  サービス と して、 アプリ ケーシ ョ ンが リ アルタイムに
データを転送できるよ うに、 エンドツーエンドのネッ ト ワーク転送機能を提供するよ うに設計
されています。 RTP は、 ペイロード  タイプの識別、 シーケンス番号付け、 タイムスタンプ処
理、 配信のモニタ リ ングなどのサービスを リ アルタイム  アプリ ケーシ ョ ンに提供します。

S

SDP Session Definition Protocol。 マルチメディア  サービスを定義するための IETF プロ ト コル。
SDP メ ッセージを  SGCP および MGCP メ ッセージに含める こ とができます。

SIP セッシ ョ ン開始プロ ト コル。 H.323 の代替と して IETF MMUSIC ワーキング  グループによっ
て開発されたプロ ト コル。 SIP 機能は、 1999 年 3 月に公開された IETF RFC 2543 に準拠して
います。 SIP は、 IP ネッ ト ワーク経由で音声およびマルチメディア  コールをセッ ト アップす
るためのシグナ リ ングを実行するプラ ッ ト フォームを備えています。

SIP エンドポイン ト セッシ ョ ン開始プロ ト コル （SIP） 音声データのソースまたはシンク と して機能する端末ま
たはゲート ウェ イ。 エン ドポイン ト ではコールを発信する こ と も着信する こ と もでき、 情報
ス ト リームを生成または終了します。

SLIC Subscriber Line Interface Circuit （加入者線インターフェイス回線）。 中央局のよ う な電話イン
ターフェイス機能を提供する集積回路 （IC）。

SOHO Small Office/Home Office （スモール オフ ィ ス / ホーム  オフ ィ ス）。 大規模な企業ネッ ト ワー
クに直接接続されていないオフ ィ ス向けのネッ ト ワーキング  ソ リ ューシ ョ ンおよびアクセス  
テク ノ ロジーです。

T

T.38 T.38 は、 IP ネッ ト ワーク経由で リ アルタイムの FAX 送信を可能にするための ITU 勧告です。

TCP 伝送制御プロ ト コル。 信頼性の高い全二重データ伝送を可能にする、 コネクシ ョ ン型 ト ラン
スポー ト層プロ ト コル。 TCP は TCP/IP プロ ト コル スタ ッ クの一部です。

TFTP Trivial File Transfer Protocol。 FTP の簡易バージ ョ ンで、 ネッ ト ワーク上のコンピュータ間で
ファ イルの移動が可能。 通常、 ユーザ認証 （ユーザ名、 パスワードなど） を必要と しません。

TN 電源システム TN 電源システムは、 1 箇所でアース （接地） に直接接続する配電システムです。 システムで
露出している導電部は、 保護アース線によって接地点に接続されます。

TOS サービスのタ イプ。 CoS を参照して ください。
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用語集
U

UAC User Agent Client （ユーザ エージェン ト  ク ラ イアン ト ）。 SIP 要求を開始する ク ラ イアン ト  ア
プ リ ケーシ ョ ンです。

UAS User Agent Server （ユーザ エージェン ト  サーバ、 またはユーザ エージェン ト ）。 SIP 要求の受
信時にユーザに連絡し、 そのユーザに代わって応答を返すサーバ アプ リ ケーシ ョ ンです。 応
答では、 要求の受け入れ、 拒否、 または リ ダイレク ト を行います。

UDP ユーザ データグラム  プロ ト コル。 TCP/IP プロ ト コル スタ ッ クのコネクシ ョ ンレス型 ト ラン
スポー ト層プロ ト コルです。 UDP は、 確認応答や配信保証なしでデータグラムを交換する単
純なプロ ト コルです。 エラー処理と再送信は、 他のプロ ト コルで処理する必要があ り ます。
UDP は RFC 768 で定義されています。

user agent （ユー

ザ エージェン ト）

「UAS」 を参照して ください。

V

VAD Voice Activity Detection （音声アクテ ィ ビテ ィ検出）。 この機能が音声ポート またはダイヤル 
ピアで有効にされている場合、 可聴音声のみがネッ ト ワークで送信され、 無音は送信されま
せん。 VAD を有効にする と、 音声品質がわずかに低下しますが、 接続によって占有される帯
域幅が大幅に減り ます。

VoIP Voice over IP。 IP ベースのインターネッ ト上で通常のテレフォニー スタ イルの音声を伝送す
る方式。 機能性、 信頼性、 および音声品質が POTS と同様です。 VoIP では、 ルータを使用し
て IP ネッ ト ワーク経由で音声ト ラフ ィ ッ ク （電話やファ ッ ク スなど） を伝送する こ とができ
ます。 VoIP では、 DSP が音声信号をフレームに分割します。 その後、 フレームは、 2 つずつ
連結され、 音声パケッ ト に保存されます。 VoIP は、 一般に、 IP 音声ト ラフ ィ ッ クに関するシ
スコの標準ベース （H.323 など） のアプローチを指す総称です。

X

XML eXtensible Markup Language。 World-Wide Web で SGML を使用できるよ うにするために設計
されています。。 XML では、 独自にカスタマイズしたマークアップ言語を定義できます。

あ

圧縮 データ  セッ ト の保存に必要なスペースまたはデータ  セッ ト の転送に必要な帯域幅を削減する
アルゴ リ ズムを使用した、 データ  セッ ト の運用。 「コンパンディ ング」 および 「伸長」 と比較
して ください。
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え

エンドポイン ト SIP 端末またはゲート ウェイ。 エン ドポイン トは、 呼び出すこ と も呼び出される こ と も可能
で、 情報ス ト リームを生成した り、 終了した り します。

お

音声パケッ ト  

ゲートウェイ

インターネッ ト  テレフォニー サービス  プロバイダーが家庭向けおよびビジネス  ク ラスのイ
ンターネッ ト  テレフォニー サービスを提供するために使用できるゲート ウェ イ  プラ ッ ト
フォーム。

か

カテゴリ  3 ケーブル EIA/TIA-586 標準で規定されている  5 つの UTP ケーブル等級のう ちの 1 つ。 カテゴ リ  3 ケー
ブルは 10BaseT ネッ ト ワークで使用され、 最大データ伝送速度は 10 Mbps です。

こ

コーデック コーダー デコーダ。 Voice over IP、 Voice over Frame Relay、 Voice over ATM で、 スピーチまた
は音声信号の圧縮 / 圧縮解除に使用される  DSP ソフ ト ウェア  アルゴ リ ズム。

コンパンディング 圧縮 （compression） プロセスおよびその反対の伸張 （expansion） プロセスを合わせた圧縮操
作。 PCM プロセスの一環と して、 アナログ信号値が非線形スケールで不連続なスケール ス
テップ値に論理的に丸められます。 次に、 この 10 進数のステップ値が同等の 2 進数に符号化
されてから送信されます。 受信側の端末では、 同じ非線形スケールを使用して、 このプロセ
スが逆方向に行われます。 「圧縮」 および 「伸長」 と比較して ください。 「a-law」 および
「μ-law」 も参照して ください。

し

伸長 データ  セッ ト を元のサイズに復元するアルゴ リ ズムを使用して圧縮データ  セッ ト を運用する
プロセス。 「コンパンディ ング」 および 「圧縮」 と比較して ください。

た

ダイヤル ピア アド レス指定可能なコール エンドポイン ト 。 Voice over IP （VoIP） では、 POTS と  VoIP の 2 種
類のダイヤル ピアがあ り ます。
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ふ

ファイアウォール 接続されている任意のパブ リ ッ ク  ネッ ト ワークおよびプラ イベート  ネッ ト ワーク間でバッ
ファ と して設計された、 1 つのルータまたはアクセス  サーバ、 または複数のルータまたはア
クセス  サーバ。 ファ イアウォール ルータは、 アクセス  リ ス トや他の方法を使用して、 プラ イ
ベート  ネッ ト ワークのセキュ リ テ ィ を確保します。

り

リダイレク ト  サーバ リ ダイレ ク ト  サーバとは、 SIP 要求を受け入れ、 アド レスをゼロ個以上の新しいアド レスに
マップして、 それらのアド レスをク ラ イアン ト に返すサーバです。 このサーバは、 自身の SIP 
要求を開始する こ と も、 コールを受け取る こ と もあ り ません。

る

ルータ ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クの転送時に、 1 つ以上のメ ト リ ッ クを使用して最適なパスを特定す
る、 ネッ ト ワーク層デバイス。 ルータは、 ネッ ト ワーク層情報に基づいて、 ネッ ト ワーク間で
パケッ ト を転送します。 場合によって、 ゲート ウェイ と呼ばれるこ と もあ り ます （ただしゲー
ト ウェイ とい う用語は陳腐化されつつあ り ます）。 「ゲート ウェイ」 と比較して ください。

れ

レジスト ラ  サーバ レジス ト ラ  サーバとは、 登録要求を受け入れるサーバです。 レジス ト ラは通常、 プロキシ  
サーバまたは リ ダイレク ト  サーバと同じ場所に配置されます。 レジス ト ラがロケーシ ョ ン  
サービスを提供する場合もあ り ます。

ろ

ロケーシ ョ ン サーバ SIP リ ダイレ ク ト  サーバまたはプロキシ  サーバはロケーシ ョ ン  サーバを使用して、 発信者
の位置情報を取得します。 ロケーシ ョ ン  サービスは、 ロケーシ ョ ン  サーバによって提供さ
れます。
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